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結 核 專 門 雑 誌
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X線 診 斯 方 法 ノ選 揮 二 關 ス ル 注 意

CharlesWeyl,S.ReidWarren,Jr.,andDanettB.

0'Neill(ペ ソ シル ヴァニ ア大 學 ム ー一一一.ア學 校X線 研 究 室)

NotesontheChoiceofRoentgenologicalDiagnostic

Methods.

結 核 及 塵挨 沈 著症 ノX線 診噺 方 法/内 デ 次 ノ四 者 ノ・

最 モ重 要 デ ア ル。

1)全 整 流X線 装 置 ヲ用 ヒ、0.1秒 時 以 内 ノ曝 露 時 間

デ 「フィル ム」上 二撮 影 サ レタ 立 禮 鏡 的 背 腹 、輩 純 背 腹 、

斜 方 及 側 方X線 鳥 眞。

2)携 帯 用 臼己 整 流X線 装 置 ヲ用 ヒ、0.25乃 至1秒

デ 「フィル ム」上 二撮 影 サ レタ背 腹X線 寓 眞。

3)感 光 紙 ヲ用 ヒ タ背 腹X線 罵 眞。

4)X線 透 覗 一'

近 時 愈 く盛 ニナ ル傾 向 ノアル 學 校 或 ・・工 場 ノ集 團検

査 二於 ケル 是 等 ノ長 所 及 短 所 ヲ 検 討 ヌ ル ノ ガ 本 論 文

ノ目的 デ アル 。 之 ヲ實 用 ト言 フ鮎 カ ラ 見 ル ニ、4個

「ケ ノ 〉ロ ソ」X線 装 置 ・・共性 能 ガ 非 常 二 優 レテ ノ・居

ル ガ、 高 便 デ モ ア リ、運 搬 及組 立 二2名 ト何 人 カ ノ手

助 ケ が要 ル 。

携 帯用 装 置 ・・重 量 モ輕 ク無 電 撃 性 デ、且1人 デ扱 ヘ ノレ

ガ、爲 眞 が不 鮮 明 ナ憾 が アル。 透 硯 装 置 ・・携 帯 モ出 來

〃 シ、直 二剃 噺 ヲ下 シ得 ル便 宜 モ アル。 之 ヲ技 術 上 ヨ

リ見 ル ニ、4個 「ケ ノ1・・ ン」X線 装 置 ノ・焦 鮎 「フィル

ム」間 距 離4-6呪 、 曝 露 時 間0.1秒 ヲ 以 テ 撮 影 サ レ

テ、 僅 少 ノ密 度 ノ差 ヲモ認 識 サ レ得 ル が故 二、 「コ ソ

トス ラ ト」良 好、 陰 影 ハ鮮 明 デ診 漸 方 法 トシテ ノ債 値

が非 常 二大 デ アル。 次 二 「フィノレム」ト感 光 紙 ト ノ性 能

ヲ實 験 的 二調 ベ テ居 ル が、 其 結 果 ノ・密 度 モ 「コ ン トラ

ス ト」モ前 者 ・・後 者 二比 シテ甚 ダ勝 レテ居 ル。 携 帯 用

装 置 ・・曝 露 時 間0・25乃 至1秒 ヲ要 ス ル 、 心 臓 及 肺 臓

ノ蓮 動 二 因 ソ テ像 ガ不鮮 明 ニナ ル。 透 覗 装 置 ノ性 能

検 査 法 トシテ、先 ヅ被 検 物 髄 ヲ介 入 セ シメ ズ ニ螢 光 板

上 ノ光 度 ヲ 光 電 管 デ 測 定 シタ塵 、 密 度1・7ノ 「フィル
1

ム」ヲ観 察 器 二乗 セ タ場 合 ノ光 度 ノー藪ア デ アル 事 ヲ知

ツ タ。 叉 正 常 成 人胸 部 ヲ 介 入 セ シメル 時 ノ・其 光 度 ハ

1

600ト ナル。 叉 「フィル ム」上 デ ノ・2・2%ノ 光 度 差 ヲ辮…

別 ジ得 ル ニi封シ、 螢 光 板 デ ノ・30%ノ 光 度 差 ニ ナ ラ ヌ

ト認 識 シ得 ナ イ事 モ 明 カ ニ サ レタ。

然 ラバ 以 上 ノ長 所 短 所 交 々 ノ 諸 法 ノ何 レヲ 選 ブ ベ キ

カ?之 ・・實 地 二使 用 シ テ居 ル 諸 家 ノ剣 噺 二 基 ク ノが

最 良 ト思 ・・vル 。 其 塵 デ45人/一 般X線 專 門 家 、 結

核 保 養 所X線 專 門 家 及保 健 官 二 質 問 書 ヲ 逡 ツ テ 共 意

見 ヲ集 メ タ ノデ アル 。,

解 答 者33名 が何 レモ費 用 が許 ス ナ ラバ 立髄 鏡 的X線

爲 眞 撮 影 ヲ望 ソデ居 ル ノノ・注 目 二債 スル 。

i欠二費 用 ノ黙 ヲ考 慮 二入vテ 選 ソ グ 方 法 ノ 第 一 位 ノ・

近 代 的 装 置 ヲ用 ヒタ 軍 純 背腹 撮 影 法 デ アル 。 此 結 果

・・現 在行 ・・レテ居 ル 學 童 槍 査 ガ 携 帯装 置 或 ・・感 光 紙

ヲ使 用 サ レテ居 ル ノニ照 シ合 セ テ、非 常 二大 キナ 意 見

ノ相 違 ト言 ハ ネ バ ナ ラナ イ。

此 鮎 二就 イテ適 當 ナ大 機 關 ノ手 ニ ヨ リ、一 層 廣 汎 且 細

密 ナ ル 意 見 ヲ集 メ ル ベ キ デ アノ叶 提 案 シ テ居 ル 。

(宇 多 野 内藤 抄)

胸 部X線 爲 眞 診 断 法 ノ補 助 手 技

ClarenceT・Zintheo,Jr.(ワ シ ン ト ン州 リッチ モ ン ド

ノ'4LZ彦 瑳 ●7z=2ζ ド保 養 所)AuxiliaryTechniques

inChestRoentgenography.

均 鵤 ノ他 ノ部 分 デ モ 同 ジ事 ダ ガ、胸 部X線 寓 眞 法 ノ・科

學 デ ア リ且 藝 術 デ アル。 此 虜 二藝 術 ト呼 ブ・・X線 診

噺 法 ノ性 能 ヲ充 分 登 揮 セ シ ムベ キ患 者 ノ 取 扱 ヒ 方 ヲ

意味 ス ル 。 以 下 ノ・之 二關 ス ル著 者 ノ意 見 デ アノレ。

胸 部X線 爲 眞撮 影 二際 ス ル 患者 ノ 正 常 ノ 燈 位 ハ 周 知

ノ事 デ アル ガ、 雨 手 デ 「カ セット」ヲ抱 ク様 ナ形 ヲ ト リ

得 ナ イ場 合 ハ雨 手 ノ甲 ヲ磐 部 二 附 著 セ シメ 肘 ヲ 前 へ

押 出 シ、 肩 ヲナ ル ベ ク落 ス 様 二注 意 ヌ ル ト良 イ。
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結核 ノ診断二・・X線 ノ中心線 ノ・普通第七乃至第九胸

椎 ヲ通ルベキデアル。 立位デ後部肋骨横隔膜溝 ノ部

分 ヲ明 カニシタイ場合前カラ後へ投射スル事ガアル

が、之デノ・肩脾骨陰影ヲ除キ得ナィ。

メイヤーノ・前カラ後ヘ ト、後カラ前ヘ ト2枚 ノ鴇眞ヲ

共 二3呪 ノ距離デ撮影 シ、光線 ノ振散 ノ原理 カラ、異

常陰影 ノ位置 ヲ決定スル方法 ヲ案出シテ居ル。

爲眞ヲ深呼吸時二撮影スベキ根慷 トシテ行 ツタ著者

ノ實験デノ・深呼吸時 ト普通呼吸時 トノ間二肺上部 ノ

密度ノ・差ヲ認 メナイガ、肺下部 デノ・相當 ノ差 が生ジル

モノデアル。

呼氣時 ノ撮影 ノ推賞サレル ノ・・僅少 ノ氣胸 ノ謹明(〃「

リーソバーグ)ト、氣胸時縦隔竃攣位 ノ研究(マ トス

ソ)ノ場合 デアル。

デーン・・呼氣時 ト吸氣時 トノ雨爲眞ヲ比較 シテ肋膜

癒著 ヲ謹明シ得ル ト言ツテ居ル。

罵眞ヲ見テ、撮影時 ノ呼吸状態 ヲ察知スル方法 トシテ

アレソ、ワルツ及ビノ・ソナーノ・鎖骨 ノ胸骨端 ト横隔膜

頂#1・ ノ間 ノ距離b横 隔膜 ノ高サニ於 クル 胸 ノ幅 ト

ヲ比較 シ、前者ガ後者 ノ号乃至÷ ノ場合ハ深吸氣時 ヲ

示 シ、壱デアル場合ハ呼氣時 ヲ示ヌ ト爲 シタ。横隔膜

ノ呼 吸 蓮 動 ヲー・枚 ノ「フィル ム」ノ上 二 撮 影 ス ル事 ノ・ト

マ ス ニ依 ツ テ試 ミラ レタ.此 際 明 確 ナ 剣 定 ヲ與 ヘ ル

爲 二 同氏 ノ・鉛 製格 子 ヲ慮 用 シテ ニ ツ ノ像 ヲ 同 ジ「フィ

ル ム」上 二 現 出 セ シ メル 事 ヲ考 察 シテ居 ル。 叉 フ レイ

ノ・測 面 器 ヲ以 テ肺 面 積 ヲ測 定 シ タ,是 等 ノ・外 科 的 手

術 ノ前 後 二利 用 サ レル モ ノデ ア ル。

氣 管 枝 罵 眞 撮 影法 二於 テ電 瞳 ヲ上 ゲ、曝露 時 間 ヲ長 ク

ス ル 事 ニ ョ ツテ 「コ ン トラ ノ ト」ヲ良 ク シ、詳 細 ヲ明 カ

ニ ス ル ノ、當 然 デ ア リ必 要 デ アル 。 叉 電 腿 ヲ上 グ ル 事

一 ヨツ テ謄 サ レ テ居 タ空 洞 ガ装 見 サ レル 事 モ アル。胸

部 片 側 ノX線 透 過 力 が他 ト甚 シ ク異 ル場 合 、各 々二 異

ツ タ曝 露 時 間 ヲ與 ヘ ル 事 が適 當 ナ ル事 ガアル 。「カ セッ

ト」ノ牛 分 ヲ鉛 板 デ被 ヒ、「ブッキ ー」ヲ使 用 シ テ撮 影 ス

ル ト良 イ(サ ソプ ソ ン)。 或 ノ・管 球 ノ濾 過 孔 ノ「シヤッ

タ ー」二適 當 ナ 工 作 ヲ施 シタ モ ノモ使 用 サ レル。

立髄 鏡 的撮 影 ガ病 竈 ノ解 繹 、空洞 ノ深 サ或 ・・他 ノ構 造

ヲ明 カニ シ、外 科 的療 法 ノ好 指 示 者 タ リ得 ル事 ハ新 シ

ク言 フマ デ モ ナ カ ラ ウ。

斜 位 撮 影 ヲ正確 二試 ミル ニ ノ・厚 紙 デ 作 ツ タ 三 角 形 ヲ

「フィル ム」ト身 盟 ノ間 二括 入 シテ位 置 ヲ定 メル モ良 ク、

バ ニ ヱ イ ノ考案 シ タ枠 ヲ用 ヒル トー 層 便 利 デ アル。本
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撮影 ノ殊二必要ナルノ・人工氣胸時 ノ癒著 ノ位置及状

態 ヲ確メテ肺臓剥離 ヲ施サントスル場合デアル ガ、本

法・・「アスベス ト」沈著肺二於ケル 肋膜肥厚 ノ謹ニモ

役 二立チ、被嚢肋膜炎 ト葉間肋膜炎 トノ鑑別診漸ニモ

利用サレ、フレイノ・肺氣腫二因ル攣形 ノ診断 二磨i用シ

テ居ル。

アンドルス法 ト呼バレルモノ・・「フィルム」ト患者 トヲ

密著セシメテ之二斜 二X線 ヲ投射スル方法デ、共長所

ノ・任意 ノ角度 ヲ正確 二得ル鮎 ニアル。 此方法ニヨレ

バ異常陰影例ヘバ癒著が實物 ヨリ或 ノ・短 ク或ノ・長 ク

現 レル。 之ハ短所デモアリ、或場合 ニノ・長所 トモナ

ル。叉氣管並二氣管枝狭窄、氣管及氣管枝周園淋巴腺

疾患、氣管氣管枝分岐部誼二共 ノ診断 二便利デアル。

側位撮影 二際シテ・・雨腕 ヲ頭上二組合 セル。固定装置

ヲ用 フル ト便利デアル。曝露時問・・4倍、若 シ低歴 ヲ

使用スル人ノ・場合ニヨツテノ・電膣 ヲ少ク1・モ10KV

位 ・・上 ゲナケレバナラナイ事 モアル。 側位撮影法 ニ

ヨツテ肺尖以外 ノ殆 ンド線 テ ノ部位 ノ普通 ノ空洞 ハ

詮明サ レル。從 ツテ外科的虜置 ノ豫備検査 トシテ非常

二有数 デアル。叉肺葉内 ノ大病竈 ノ位置 ノ診噺、葉内

及葉間陰影 ノ鑑別、氣管分岐部前及下部淋巴腺腫大及

下葉無氣肺 ノ謹明、或 ・・横隔膜 ノ検査殊二小部分 ノ肋

膜滲出液及癒著 ノ診漸二役二立ツ。「リピヨドールJ注

射ニヨル局所膿胸謹明及氣管枝罵眞 二・・此方法・・他

ト併用サレネバナラナィ。

普通 ノ方法デハ剣リ難 イ葉間肋膜炎 ヲ明カニスル方法

トシテフライシ鴨ナー氏法がアル。之ハ患者 ノ胸部 ヲ

後方へ45度 傾斜サセ、後二「フィルム」前二管球 ヲ置 イ

テ撮影スル ノデル。

鎖骨及肋骨デ不鮮明ニサレル部分ヲ明カニスル爲ニバ

バウムノ肺尖法がアル。即チ患者 ヲ50度 ノ傾斜 ノ木

枕二寄 リカ・ラセ、背面二「フィルム」ヲ置 キ、 中心X

線 ノ・垂直線 ヨリ10。ノ傾斜 ヲ以テ胸骨頂鮎二向・・シメ

ル ノデアル。

患者ヲ臥位 ノマ ・撮影セネバナラヌ場合ニノ・肺臓 ノ

空氣含有量力●少 イカラ電歴 ヲ2乃 至4KV上 ゲルカ、

曝露時間ヲ少 シク延長スル事 ガ必要デアル。此位置 ヲ

トル事 ・・滲出性肋膜炎二於ケル 横隔膜 ノ検査 ヤ肥満

セル嬬人 ノ肺下部 ノ輕度 ノ浸潤 ノ検出二数果ザアル。

叉肺上部及中部 ノ氣管枝窺眞撮影ニハ此位置ガ便デ

アル。コロルノ、一側 ノ無氣肺或 ノ・結締織化ヲ件 ヘル或

ハ俘ハナ イ肺氣腫 ノ肺下縁 ノ検出二傭臥位 ヲ推賞シ
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テ居 ル。

側 臥 位 ノ長 所 ノ・貯 溜 液 或 ・・心 臓 ヲ 移 動 セ シメ 得 ル鮎

ニ ア ル。例 ヘ バ少 量 ノ肋 膜 滲 出液 ノ誇 明 二 役 二 立 ツ。

此 位 置 デ ・・上 側肺 ・・幾 分 肺 氣 腫 的 二、下 側肺 ・・無 氣肺

的 二攣 化 ス ル カ ラ、何 レ ヲ検 査 目 的 トス ル カニ依 ツ テ

電 歴 ヲ加 減 シナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。

以 上 ノ他 二、上方 肺 ノ比較 的 氣腫 的 ナ状 態 ハ空 洞 、 小

氣 胸 及 腫 瘍 ノ外 廓 ヲ鮮 明 ナ ラ ンメ 結 核 病 竈 ノ周 圃 ノ

限 局 性 無 氣 肺 ヲ少 ク スル。叉 此 位 置 ・・氣 管 枝 撮 影 ヤ人

工 氣 胸 施 術 二利 用 サ レテ居 ル.其 他 横 隔 膜 ノ不 明 ナ位

置 ヲ明 カ ニス ル爲 二 氣 腹 法 ヤ 「バ リウ ム」食 検 査 ガ 用

ヒ ラ レル 事 モ ア リ、 トレ ソデ レ ン ブル グ ノ位 置 ガ滲 出

液 、 心 臓、 横 隔 膜 蓮 動 、空 洞 ノ大 キ サ ノ楡査 二利 用 サ

レル 事 モ アル。(字 多 野 内 藤 抄)

骨 及 關 節結 核 ノX線 像

CharlesG.SutherrlandandErcellA.Addington:

RoentgenographicFeaturesofTuberculosisinBones

andJoints.

肺 臓 「ヘ ル ニ ア」

EphraimKoro1:HerniaoftheLung.

大 學 生 膿 格検 査 二於 ケ ル 、結 核 患 者 謹 見 二劃 スルX

線 透 視 、X線 爲 眞 及 ビ理 學 的 楡 査 ノ比 較 的 償 値

RuthE.Boynton,HaroldS.DiehlandCharlesE.

Shepard,(i盗 区〆 州 ミネ ア7Ki)ス 市 ミ ネ ゾタ大 學)

TheRelativeValueofFluoroscopic,Roentgenogra-

phicandPhysicalExaminationsinaTuberculosis

Case・findingPrograminUniversityStudents.

最 初 二検 査 方 法 二 就 イテ 明 記 シナ ケt・ バナ ラ ヌ 事 ハ

X線 透 覗 ヲ行 ツ`lzee師 力輕 験 家 デ ノ・ア ル が、X線 專 門

家 デ ・・ナ カ ツタ 事、 及 ビ マ ソ ツ・一・・一・氏 反 慮 二 ・・0.01mg

及1mgノ 蕉 「ツベ ル ク リ ソ」ヲ用 ヒタ事 テ'アル。 材 料

ノ・ミ
_icソ タ大 學 ノ 學 生 デ1931年 カ ラ1935年/間 二

於 ケ ル検 査 「カル テ」カ ラ手 當 リ次 第 二 取 出 シタ5158

例 デ アル。 ソ ノ内掲 題 ノ検 査 及 マ ソツ ー氏 反 慮 ノ内一

ツ 以 上 陽 性 ニ テ結 核 ノ謹 櫨 ヲ 明 カニ ス ベ ク 伺 一 暦 ノ

検 査 ヲ必 要bシ タ者 が30%ア ツタ。 以 上 ノ方 法 ノ比

較 検 討 ノ結 果 、ヱ ソツ ー氏 反 慮 陽 性 者 二就 イ テX線 鴇

眞楡 査 ヲ試 ミル 方 が、透 覗 ノ結 果 疑 ノ・シ イ者 二窩 眞 ヲ

撮 ル ヨ リ数 果 的 デ アル 事 ガ明 カ ニナ ツタ ノデ ァル。即

透 覗 丈 デ ・・鳥 眞 デ 見 出 シ得 ル 患 者 ノ5%以 上 ヲ 見 逃

メ ノデ アル。最 モ理 學 的 検 査 ヨ リハ透 覗 ノ方 がX線 鳥

眞 ニ… 致 スル 卒 が高 イ。ア∠ と 氏 反 慮 陽 性 者 ノ内 デ
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X線 的 二結 核 ヲ謹 明 シ得 タ 者 ノ・14%シ カ無 イ。 本 大

學 二於 テ1931年 ヨ リ1935年 二 亙 ツテ 學 生 中成 人 型

結 核 ノ獲 見 ・・1000人=9bl・y1.8人 ノ割 合 ニ ナル 。 其

内89%・ ・定 期1彊格 槍 査 二於 テ獲 見 サ レテ居 ル。 成 人

型 結 核 ノ診 噺 二封 シ テ ・・透 硯 モ 相 常 有 数 ナ 方 法 デ ア

ル・若 シ透 覗 ト醸 染 二曝 サ レタ前 歴 ト症 状 トヲ併 セ考

慮 ス ル ナ ラバ、輕 症 例 及 中等 症 例 ノ4分 ノ3及 重 症 例

ノ全部 ヲ登 見 シ得 ル。此 際 理 學 的 所 見 ノ異 常 ノ・稀 デ ア

ツテ 、 成 人 型 結 核 ノ診 噺 二 ・・大 シ テ重 要 デ ナ イ。

(宇 多 野 内藤 抄)

初 メ テ結 核 ヲ見 出 サ レタ患 者 ノ疾 患 ノ程 度

P.K.Telford:TheDegreeofTuberculosisinNewCases

結 核 病 院 二於 ケ ル 患 者 ノ恢 復 二封 ス ル精 紳 療 法

ClarenceM.Hincks:ThePsychotherapyofRehab・

ilitationofPatientsinTuberculosisHospitals.

空 洞 保 持 者 ノ豫 後

BearerHermanSchwattandArthurRest:(From

theMedicalServiceoftheSanatoriumoftheJewish

ConsumptivesReliefSociety,Spivak。Colorado.)

PrognosisoftheCavity

著 者 ノ保 養 所 デ1925年 カ ラ1933年 ノ間 二1524名 ノ

退 所 患者 ガ ア ル カ'、之 ヲ1936年 一 齊 二其 現 在 ヲ調 査

シ タ ノデ ア ル。 空 洞 ヲ持 ツタ マ ・デ退 所 シタ者 が267

名 ア ツタ カ'其内108名 帥 チ38%ノ ・生 存 シテ 居 ル が此

生 存 中 ノ60名 帥 チ58%・ ・働 イテ 居 リ、 残 リ ノ44名

部 チ42%・ ・治 癒 シ ツ ・ア ル。

之 ヲ病 竈 ノ擾 ガ リ ヨ リ見 ル ニ、圭 トシテ片 側 二/ミ 存

ス ル 者 ノ・70%が 生 存 シ テ帰 ル ニ¥・t・y、雨 側 性 ノ者 ・・

30%シ カ生 存 シ テ居 ナ イ。伺右 側 ノ ミ ノ病 竈 ノ方 ガ左

側 ノ ミ ノ者 ヨ リ経 過 ガ少 シ良 イ榛 デ アル。喀 疾 中結 核

菌 ノ有 無 ヨ リ見 ル ニ、 開 放 性 患 者 ノ30%、 閉 鎮 生 患

者 ノ72%ガ 共 二生 存 シテ居 ル 。

喉 頭 結 核 患者/17%、 腸 結 核 患 者 ノ1%、 泌 尿 生殖

器 結 核 ヲ併 登 セ ル 者 ノ4%ノ ミガ生 存 シテ居 ル 。

年 齢 ヨ リ見 ル ニ、20--35utノ 患 者 ノ死 亡 率 ・・32%、

35-65歳 ノ患 者 ノ死 亡 卒 ・・8%デ アル 。

退所 當 時 ノ疾 患 ノ古 サ カ ラ 見 ル ニ、1-5{ド ヲ縄 シ患

者 ノ死 亡 率 ・・40%、10-15{f一 ヲ経 シ者 デ ・・17%デ ア

ル 。(字 多 野 内藤 抄)

結 核 性 縦 隔 實 炎

R.H.Kampmeier:TuberculousMediastinitis

肋 膜 内 繊 維 素 膿 。人 工 氣 胸 治療 中 ノ其 出 現 二 關 ス ル
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観 察

SamuelA.RobinsandMarkH.Joress(ボ スbソ 市 ベ

ヌ 、イ ス ラエ ル病 院X線 科 及 呼 吸 器病 科)Intrapleural

FibrinBodies.ObservationsontheirDevelopment

duringPneumothoraxTreatment.

繊 維 素 趙(fibrinbodies)ト ノ・1922年 フ ラ イ シュナ ー カ●

命 名 シタ者 デ 、人 工 氣 胸 療 法 ヲ施 行 シ ツ ・アル 肋 膜 腔

内 二遊 離 シ テ生 ジル 繊 維 素 塊 デ アル 。X線 的 二 ・・圓

形 、 卵 形 、梨 形 或 ・・「ソー セ ー ジ」形 二見 山、 大 キ サ ハ

直 裡0.5-6糎 デ アル 。 共 成 因 ニ ノ・幾 多 ノ説 力'構ヘ ラ

レテ居 ル ガ、滲 出液 二績 獲 シテ其 消 散 及 組 織 化 ノ初 二

出現 スル 事 、蛇 二其 出現 ニ ノ・滲 出液 ガ繊 維 素 二富 ム事

が必 要 デ アル 事 ・・一 般 ニー 致 シタ意 見 デ アル。

著 者 ノ・75例 ノ 人 工 氣 胸 患 者 中 二16例 ノ繊 維 素 盟 ヲ

見 出 シ タ。 何 レモ肋 膜 腔 滲 出液 ガ存 在 シタ モ ノデ、繊

維 素 膣 ガ見 得 ラ レル ノノ・其 吸 牧 ガ始 マ ル頃 デ アル。形

ハ 多 ク ・・梨 形或 ・・球 形 、 位 置 ノ・横 隔 膜頂 部 ガ 好 壁部

位 、 鍛 ・・普 通 ハ1個 、 稀 二8個 マ デ 見 出 シタ 例 ガ ア

ル.最 初 期 ノ像 ノ・歴 縮 セ ラ レタ肺 臓 ノ肋 膜 面 二 附 著 セ

ル 「コ ソマ」型 ノ小 塊 トシ テ見 ラ レル。之 ヲ中 心核 トシ

テ繊 維 素 ガ附 著 成長 シ テ行 〃 モ ノ ト信 ジ ラ レル 。大 ナ

ル 者 ハ結 局 ノ・消 エ テ行 ク ガ、滲 出 液 ガ吸 牧 サ レタ リ、

組 織 化 サ レタ リシ後 ニ モ 繊 維 素髄 ノ 外 廓 ノ・相 當 長 〃

残 ル モ ノデ ア ル。 登 現 ノ最 モ早 キ 者 ハ 人 工 氣 胸 法 開

始 後13ケ 月、 最 モ遅 キ者 ノ・7ケ 年 ノ後 デ ア ソ タ。 性

別 カ ラ言 ヘ バ 男 子12例 、 女 子4例 デ男 子 二多 イ。 自

畳 症 状 ハ善 通 無 イ。時 二留 位 ヲ墾 ヘ ル 際 二何 者 力が 胸

壁 ヲ打 ツ様 ナ感 畳 ガ ア ル ト訴 ヘ ル 者 ガ ア ル 。

(宇 多 野 内藤 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル 出 血

CharlesK.McCarthy:HaemorrhageinPulmonaty

Tuberculosis.

結 核 家 兎 二劃 ス ル 資 験 的 肺 炎 菌 感 染 ノ脛 過

J.Weissfeiler,E.NeMorozovaandA.1.Strukov:

TheCourseofExperimentalPneumococcusInfection

inTuberculousRabbits.

AmericanReviewofTuberculosis.Vol.XXXVII,No.2,1938.

結 核 死 亡 率 ノ現 歌

GodiasJ.Drolet(紐 育 結 核 豫 防飛 保 健 協 會):Present

TrendofCaseFatalityRatesinTuberculosis.

著 者 ・・ア メ リ カニ於 ケル 紐 育、シ カ ゴ、 フィラ デル フィ

ヤ、 デ トロ イ トノ各 都 市及 ビ倫 敦並 ビ ニ紐 育 、ニ ュー

ジャー シ ー 、マ サ チュセットノ各 州 トイ ソグ ラ ン ド及 ビ

ウ=一 一7vズ ■於 ク ル1915年 カ ラ1935年 二至 ル20年

間 ノ結 核 患 者登 録 書 及 ビ 同 期 間 二 於 ケル 其 死 亡 申告

書 二關 スル 報告 書 ヲ集 メ 、是 等 二就 イ テ肺 結 核 二i封 シ

テ虚 脱 療 法 ヲ補 助 療 法 トヌル 結 核 療 養 所 或 ノ・病 院 二

於 ケル 治 療(institUtionaltreatment)成 績 ガ 是 等 結 核

療 養 施 設 二於 ケル 報 告(Communityreports)二 如 何 二

反 映 シ テ居 ノレカ ヲ考 察 シ タ結 果次 ノ如 キ 結 論 ヲ得 タ。

1)過 去20年 間 二結 核罹 患 者 総 数 及 ビ死 亡 患者 総 倣

ノ・何 虜 二於 テ モ40%乃 至64%ヲ 減 少 シテ來 タ ニ モ拘

ラ ズ結 核 患 者 中 ノ死 亡 率 ノ・殆 ド墾 化 ヲ見 ズ シ テ、1935

年 紐 育 市 ノ・45%ニ シ テ5%、 フィラ デル フィヤ市 ・・55%

ニ ジテ6%墳 加 シ、 シ カ ゴ市 ノ・培 減 ナ ク、紐 育 市 ヲ除

ケル 紐 育 州 ノ・49%ニ シ テ5%、 ニ ュー ジャシ ー一一州 ノ・50

%ニ シ テ1%、 マ サ チュセット州 ハ50%ニ シテ2%、

デ1・ ロ イ ト市 ・・38%ニ シ テ5%、 イ ソグ ラ ソ ド及 ビ ウ

エ"一一7vズ ノ・55%ニ シ テ5%減 少 シテ居 ル 。

2)結 核 患 者 中 ノ死 亡 率 ・・1933-1934年 二於 テ4歳

以 下 ノ幼 兄 二比 較 的 高 ク(ア メ リカ36.2%-71.8%、

英 國43.6%-45.7%)5歳 デ 最 低 トナ リ後15歳 二 至

ル 迄 漸 次 上 昇 シ65歳 以 上 デ最 高(ア メ リ カ59.1%-

88.9%、 英 國85.6%一 一95.2%)二 達 シ テ居 ル 。

3)結 核 死 亡 患者 ノ4一均 年 齢 ・・最 近 ノ・約20年 前 ヨ リ

精 く高 齢 トナ ツテ 居 ル 。 帥 チ ア メ リカ ニ テ ノ・1913年

男 子 ・・36.4歳 、 女 子 ・・32.5歳 ナ リ ンモ ノ1933年 二

至 リ男 子 ・・41.5歳 、 女 子 ・・35.8歳 トナ リ、イソ7'ラ

ソ ド及 ビ ウr一 ル ズ ニ テ ノ・1914年 男 子 ・・32.6歳 、女

子 ・・29.0歳 ナ リシモ1935年 二至 リテ 男子 ノ・38.9歳 、

女 子 ハ32.8歳 トナ ツ タ。.

4)療 養 所 若 ク ・・病 院 デ治 療 ヲ 受 ケ テ 退 院 シタ 患 者

線 倣(生 死 共)中 ノ結 核 死 亡 率 ・・紐 育 市 ニ テ ノ・1910年

ノ・29%ニ シ テ以 後 低 下 ノ傾 向 ヲ來 シ1917年 二至 ツ テ

25%ト ナ ッタ ガ、 首 府 全 囁 域 内 ノ療 養 所 ヤ病 院(instiL

tutions)ニ テ ノ・1927年 ノ・25%ニ シテ1932年 ニ ハ19%

二低 下 シタ カ●以後 漸 次 墳 加 シテ1936年 二至 ツ テ21%

トナ ツ タ。

最 近10年 間 二胸 腔 外 科 術 ノ慮 用 ガ廣 ク ナ リ現 今 デ ハ
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地 方 ノ病 院 ニ テ モ 牧 容 患 者 ノi/4乃 至i13ニ ノ・適 用 サ

ル ・二至 ツ タ。然 ノレニ アメ リ カ合 衆 國 二於 テ ノ・療 養 所

二牧 容 セ ラ レタ 患 者 中 ノ死 亡 率 ・・1925年20%、1931

年23%、1934年24%ニ ジ テ、 英 國 二於 テ・・認 可 サ1ノ

タ結 核 病 院(apProvedresidentialinstitutions)二 牧 容

セ ラ レタ 患 者 中 ノ死 亡 率 ・・1927年11%、1936年19

%ニ シ テ共 二漸 次 塘 加 ヲ示 シテ居 ル 。

5)病 院 二隔 離 サ レタ結 核 患 者数 ノ 割 合 ハ 鍛 年 前 ノ

夫 二比較 ス ル ト最近 ・・籔 倍 ニ ナ ソ テ居 ル 。即 チ紐 育 州

ニ テ ノ・病 院 二牧容 隔 離 サ レタ 者 ノ・1935年 ニ ノ・結 核 患

者 中34%デ20年 前 ノ8%二 比 較 ス ル ト約4倍1・ ナ ツ

テ居 ル 。其 結 果 アメ リカ合衆 國 ニ テ ・・攻容 隔 離 患者 中

ノ生 存 患者 鍛 ノ比 率 ノ・1915年 ノ・4%ナ リシモ1934年

ニ ノ・25%二 堆 加 シ、 英 國 ニ テ ノ・1921年 ニ ハ8%ナ リ

ジカ'1934年 ニノ・17%ト ナ ツタ。

6)本 調 査 ニ ヨ レバ斯 ク ノ如 ク 肺 結 核 患 者 二 封 スルt

療 養 所 ノー 般療 法 若 ク ・・外 科 的療 法 ノ・結 核 患者 ノ 死

亡 率 二i封シ テ好 影響 無 カ リ シガ如 キ観 アル モ、一 般 的

療 養 ニ ョ リテ ノ・結 核 患 者 が完 全 二 恢 復 ス ノレ事 ガ 伺 困

難 ナ ル ニ モ拘 ラ ズ活 動 性結 核 患 者 ノ 隔 離 ノ・他 ノー 般

的 保 健 方 法 及 ビ生活 ヤ 勢 働 條 件 ノ 改 善 ト相 侯 テ 結 核

感 染 ヲ制 限 シ其 蔓 延 ヲ豫 防 ヌ ノレ上 二 重 要 ナ 因子 トナ

ツ テ居 ル 。(課 者註 、 療 養 所 ノ鍛 ト外 科 的 手 技 ヲ加 へ

得 ル 患 者 トガ共 二少 キ爲 二 猫 総 結 核 患 者 ノ死 亡 率 ヲ

低 下 セ シメ得 ル ニ至 ラナ イ ノデ アル 。猫 療 養 所 内 ノ死

亡 率 ガ高 イ ノ・・重 症 患者 ノ ミデ ア ル カ ラ ダ。)

(宇 多 野 佐 藤 抄)

(肺 尖 部 ノ 肋 膜 胸 壁 間 靭 帯 切 離 ニ ヨル)肺 臓 離 動 ヲ

俘 ヘ ル選 揮 的 胸廓 成 形 術 、即 チ 恒 久 的 虚 脱 療 法 二於

ケ ル 保 存 的 目標

RichardH.Overholt(マ サ チュセット州 ボ ス トン市 ラへ

一病 院 外科):SelectiveThoracoplastywithLung

Movilization.TheConservativeGoalinPermanent

CollapseTherapy.(宇 多 野 佐 藤 抄)

肺 結 核 ノ 「レ ン トゲ ン」學 的 集 團 検 診

Robert(}・Bloch,ByronF.Francis,C.Wesley

Eisele&ElwoodW・Mason(イ リ ノ1州 シ カ ゴ市 シ

カ.ゴ大 學 屠 學 部):RoentgenologicalGroupExamin-

ationsforPulmonarvTuberculosis.

(宇 多 野 佐 藤 抄)

身iちル ト三2氏 血 清 凝 固 及 癒 、肺 結 核 二 於 ケ ル 本 瓦

感 卜赤 血球 沈 隆 速 度 及 ビ臨淋 所 見 トノ比 較
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S.A.Levinson&R.1.Klein(イ リ ノイ州 シ ヵゴ市

イ リ ノイ署 科大 學 病 理 學 虹 二小 見 科 學 敏 室 及 ビ クッ〃

州 立 病 院):TheWeltmannSerumCoagulation

Reaction.A.ComparisonwiththeSedimentation

ReactionandwithClinicalFindingsinPulmonary

Tuberculosis。

本 反 磨 ノ・1930年 ウエル トマ ソガ初 メ テ 提 唱 シタ者 デ、

彼 ニ ヨ し・バ 非特 異 性 反磨 デ アノレガ 病 攣 ガ 滲 出 性 ナル

カ繊 維 性 ナル カ ヲ明 カニ 示 ヌ 者 デ アル ト公 表 シタ。本

反 磨 ノ・操 作 簡軍 デ 器 具 モ 多 ク ヲ要 セ ズ 病 院/何 虜 デ

デ モ行 フ事 ガ出來 、 而 モ 其結 果 ヲ血 清 探 取 後20分 以

内 二知 ル ヲ得 。
か ノ

検 査 二當 リテ ・・豫 メ作 製 シタ10%盤 化 「カル ジ ウ ム」溶

液 カ ラ其0.1%、O.09%、0,08%、0.07%、0.06%、0.05

%、O.04%、0.03%、0.02%、0.01%溶 液 ヲ夫 く調製 シ、

是 等 ヲ濃 厚 溶 液 カ ラ順 次1-10番 ト稽 呼 ス ル 。是 等溶

液 ヲ5cα 宛 「ピ ベ ッ ト」ヲ用 ヒテ10本 ノ小 試 験 管 二正

確 二注 入 ス ノv。是 等 二新 鮮 ナ溶 血 セ ヌ被 槍 血 清 ヲ0.1

C・C・宛 注 加 シテ良 ク 振 盈 混 和 セ シメ タ 後 重 湯 煎 中 デ 煮

沸 ス ル コ ト15分 ニ シテ取 出 シテ 直 チ ニ血清 蛋 白 ノ凝

固 状 態 ヲ検 スル ノデ アル 。試 験 管 ノ内 容 ノ・或 ノ・清 澄 、

或 ノ・微 カニ乳 光 ヲ放 チ、或 ノ・混 和 シ或 ノ・凝 固 ス ノレ。 凝

固 状 態 ト混 濁 状 態 トノ 間 ニ ハ ー 般 ニ ノ・ツ キ リ トシテ

容 易 ク分 ル 相違 ガ見 ラ レル 。凝 固 ヲ來 シタ試 験 管 ノ番

数 ノ者 ガ ウエ ル トマ ソニ ヨツ テ凝 固 帯 トサ レノV(被 検

血 清 ノC.B・)。 凝 固 ガ極 メ テ微 弱 ナ ル カ 若 ク ハ 疑 ハ

シ イ場 合 ・・反 磨 ハ 該 試 験 管 ト共 前 ノ 者 トノ 中 間 二生

ジタ ト看 倣 サ レル 。健 康 血 清 デ ノ・通 常最 初 ノ6試 験 管

が凝 固 ス ル。時 二 ・・第7番 試 験 管 二微 弱 ナ若 ク ハ疑 ハ

シイ凝 固 状 態 ヲ見 ル事 ガ アル 。 故 二 正 常 ノ凝 固 帯 ハ

6--6gニ ア ツ テ著 明 ナ安 糀 ヲ有 シ テ居 ノv。 ウ エル

上ヱ とハ滲出性病攣デノ・凝固帯ノ・6以 下1・ナ リ反磨

ノ・左方移動(或 ハ短縮)、繊維性病攣 デアレバ7以 上 ト

ナリ右方移動(或 ノ・延長)ヲ 來セ リト稽 シテ居ル。

著者等・・本反慮 が結核 ノ診噺及ビ豫後剣定上債値 アリ

ヤ否ヤヲ追試 セン トシテ、肺結核患者ニウエノレトマソ

ノ原法 二從ツテ反磨 ヲ検 シ之ヲ赤血球沈降速度 ト比

較 シタ。 赤沈反慮ノ・赤血球容積(Cellvolume)二 就

イテ補正スル事ガ出來ル 爲二現在最正確ナ リト思ハ

ル ・Wintrobe及 ビLandsbergノ 方法 ヲ用ヒタ。

成績 ハ次 ノ如 クデアル。 即チ成人肺結核患者 ヲ3--5

ケ月間観察 シタ結果重症患者52名 中最重症患者ヤ死
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亡患者デハウエル トマン凝固帯ハ極度 二短縮帥チ左

方移動 ヲナシ赤沈反磨ハ速進 シテ臨脈所見 ニヨクー

致 シタが、重症患者群中比較的輕症デ臨抹的輕快ヲ來

シタ者及ビ治癒患者デハ凝固帯ハ後二右方移動 ヲナ

シ臨抹所見ニー致 スルニモ拘ラズ赤沈反慮ノ・蛋病當

時同様二依然 トシテ促進 シテ居テ 前二者 トー・致 シタ

關係 ヲ示サナカツタ。中等症患者30名 デノ・凝固帯・・

重症者 ト同様二臨状所見ノ墳悪或 ・・輕快二從ヒ左方

或 ハ右方移動 ヲナシタが赤沈反庶 ノ・臨抹所見塙悪セ

ル場合正常値 ヲ示セル事ア リ、叉輕快セルニモ拘 ラズ

依然促進値 ヲ示 スコト多クシテ前二者 ト密接ナ相互

關係ヲ呈 シナカツタ。 叉輕症患者8名 デモ全 ク同様

デアツタ。

次二著者等ノ・7名 ノ小見肺結核患者 ヲ2-5ケ 月間観

察 シタ。印チ初感染結核乃至成人型肺結核 ヲ罹患セル

7名 ノ小見 二就イテー・週毎ニウ氏反慮 ト赤沈反慮ヲ

検査比較 シタ所成人患者 ト同様デ、病攣 が滲出性 トナ

ツタ場合ニノ・凝固帯ハ左方移動 ヲナジ、後病状ガ輕快

シテ繊維性 トナルニ及ソデ凝固帯ノ・亭常値 ヲ超エテ

次第 二方右へ移動 ジタ.即 チ本反磨ハ病理學的過程 ヲ

ヨク反映 シ臨抹所見二全クー致 シタガ、同時二行ツタ

赤沈反鷹ハ時二臨抹所見及ビウ氏反慮 トー致 スル 關

係 ヲ示スコ トがアルモー般 二是等 ト密接ナ相互關係

ヲ呈 ジナイデ病墾培悪 シテ滲出性墾化 ヲ呈セル場合

二正常値 二近ヅク事 アリ、叉臨肱所見輕快シテ病墾 ノ

停止 ヲ想 ハス場合ニモ爾速進値ヲ呈スル 事ア リテ病

状輕過ヲ反映 スル者 ト・・言ヒ難 イ。

次二苦者等・・W.F.Petersenノ 成績 ヲ記述 シテ参考

トシテ居ル。彼ハ3名 ノ肺結核患者二就 イテ鍛ケ月間

二亙 リ毎 日ウ氏反慮、赤沈反癒、血液水素「イオソ」濃

度、血中炭酸「がス」結 合能力(総 量?)、 血 中 「ヒヨレ

ステロール」量、臨抹所見及ビ「ツベルクリソ」反旛 ヲ

検 シタルニ、ウ氏反鷹及ビ「ツベル クリソ」反慮 ハ臨沐

所見ニヨ〃一致 シ、血液水素「イオソ」濃度、血中炭酸

「がス」結合能力、血中「ヒヨレステロール」量・・立氏反

磨 ト密接ナ相互關係ヲ示 シタニモ拘 ラズ赤沈反磨値

ノ・相互關係 ヲ示サナカツタ。

其他著者等 が検 シタ所ニヨル トワ氏凝固帯 ハ急性肺

炎デ・・極度 ノ左方移動ヲ、急性「ロイマチス」及ビ腹膜

結核デ・・左方、肝硬愛、遷延性心臓内膜炎及ビ腹膜癌

腫デノ・右方移動ヲ來 シタガ、敗血症及ビ「マラリヤ」デ

ノ・正常値 力右方移動ヲ來 シタ。叉Scherleitnerニ ヨ
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ル ト粟粒結核及ビ贈膜結核 デノ・著明 ノ左方移動、骨結

核デノ・正常値 力右方移動 ヲ來 シタ ト云 フ。

上記 ノ成績 ヨリ考ヘル トウ氏反磨ハ他 ノ追試者 ト同

標 二結核及ビ其他 ノ疾患二於テモ生髄内二起ル組織

攣化 ヲ反映 シ臨抹所見ニー致 シ滲出性墾化 ト繊維性

攣化 トヲ匠別スル事ガ出來ル ト云ヘル。而シテ血液水

素「イオン」濃度・・ウ氏反旛二直接 ノ影響ヲ及ボス事

ハナイガ著者等 ノ成績・・興味 アル 相互關係 ヲ示シテ

居ル。

著者等ハ現今常識的二結核ノ診断二用 ヒラレル 赤沈

反磨ヲ同時二検 シタウ氏反慮 ト比較 シタが、雨反慮 ハ

卒行的デノ・ナクテ赤沈反慮ノ・劣 レル成績 ヲ示 シタ。元

來赤沈反磨ハ生髄内二起ル 最輕微 ノ攣化二封 シテモ

容易二反慮スル ノデウ氏反庶 ヨリ安定性 ガ少 イ。赤沈

反旛 ノ正確ナ機樽・・未 ダ不明デァル ガ臓器 ノ破壊的

墾化 ノミナラズ恢復可能 ノ疾患ニモ見 ラレ且ソ或生

理的状態例ヘバ正常妊娠デモ通常ヨリ速進スルがウ

氏反磨ノ・妊娠デハ正常値 ヲ示ス。鼠瞑淋巴腺肉芽腫/

如 キ繊維性攣化 ト關係アル疾患デハ赤沈反慮 ノ・速進

スル がウ氏反鷹・・一般二正常値力右方移動 ヲ示シテ

病攣 ヲヨク反映スル。叉赤沈反慮ハ健常人デ24時 間

中二iE常 値 ト異常値bノ 間 ヲ蓮動 シ得ル コトガアル

ガウ氏反磨ノ・カ・ル不安定性・・全 〃ナイ。斯 クノ如ク

ウ氏反磨ハ安定デ臨抹所見一ヨクー致 シタ 成績ヲ呈

シテ特 二結核 デハ甚 ダ優秀ナ 診噺及豫後剣定方法/

一 デアルコトヲ想ハスが、肺結核二屡 く見 ラル ・滲出

性 ト繊維性饗化 ノ混合型二於テハ凝固帯ノ・二雫常値 ヲ

示ジ共診断上 ノ債値 ノ重大性 ガ稽 く少クナル。

ウ氏反磨 ノ機縛二關シテ・・血清蛋白ノ質及ビ量的墾

化及ビ共他種 々ノ因子ガ考ヘラル ・ガ総 テ本質的 ノ

關係ヲ有セズシテ今 日尚不明デアル。

(宇多野 佐藤抄)

冤疫血清二封スル皮内及感

H.J.Corper&C.B.Vidal(コ ロラド州デソヴァー

市國立「ユダヤ」人病院研究室):IntracutaneousRea-

ctionsagainstAntiseruminTuberculosis.

人類 及ビ動物二於テ結核二劃.スル 特殊免疫 ガ存在ス

ル事・・是迄 ノ實験 ヲ根慷 トシテ認メラレテ居ルガ、特

殊 ノ抗血清二封スル皮内反慮ニヨツテ斯 カル 免疫 ノ

存在ヲ詮明スル事ノ・不可能ナ事 ガ明カニナツタ。換言

スレ・パ同種 ノ動物二皮内注射 ヲ行ヒ(異 種血清 ニヨノレ

過敏反鷹 ヲ避ケ)特 殊 ノ反鷹ヲ起サジメル免疫血清ヲ
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作 ル爲 二擁ノ・レタ是迄 ノ努力ノ・維テ徒勢二終ツテ居

ノレ。著者モ同襟 ノ目的 ヲ以テ藪年間研究 ジタ結果毒性

ヲ有セザル或ハ毒性 ヲ有スル 人型結核菌 ヲ注射 シタ

海猿,家 兎及ビ犬 カラ作ツタ免疫血清 ヲ毒性 ヲ有セザ

ル或ハ毒性ヲ有スノレ人型結核菌ヲ注射 シテ結核 二感

染セシメタ動物二注射シタが期待シタ特殊 ノ皮内反

慮・・生 ジナカッタ。更二彼 ハ毒性 ヲ消失 セシメタ結核

菌 ヲ山羊二敬ケ年二亙ッテ繰返 シ注射シテ作ツタ免

疫血清 ヲ人類二試 ミタ。 即チ「ツベルクリソ」(P・P・

D.)陰 性 ノ健康成人2名 及ビ「ツベルク リソ」陽性 ノ成

人肺結核患者3名 二皮内注射 ヲ行 ツタ所、尋常山羊血

清及ビ得タル免疫血清共二殆 ド同様 ノ反鷹ヲ起サシ

メ且 ッ健 康成 人蛇 二 肺結 核 患 者 二 見 ラ レ タ 反 磨 ノ・何

等 ノ相 違 ヲ來 サ ナ カ ッ タ ノデ、本 免 疫 血 清 ニ ヨノレ反 磨

ノ・全 〃特 殊 性 ヲ有 セ ナ イ事 ガ明 カ トナ ツタ。

(字 多 野 佐 藤 抄)

實 験 的 油 胸

D.H.Saley,H.S.Willis&LuciaEllwart(ミ シが ソ

州 ノース ヴ ィ ル デbplb市 立 結 核 療 養 所):Experi-

mentalOleothorax.(宇 多 野 佐 藤 抄)

結 榎 封 策 ノ妓 果

J.B.Anderson,Jr.(編 輯 部員):HasTuberculosis

Treatmentbeeneffective?(宇 多 野 佐 藤 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVo1.XXXVIINo.3,1938.

冤疫 實験 二 於 ケ ル 誤 差 ノ統 計 的 根 擦

WilliamN.Berg:StatisticalBasisofErrorsin

ImmunityTests.

免 疫 實 験 二於 テ 、從 來 行 ハ レテ居 ル様 二、 免 疫 動 物群

ト封 照 動 物 群 ト ノ各 々ノ 生 存 日数 亭 均 値 ヲ 比 較 シタ

丈 デ結 論 ヲ下 ス事 ・・過 誤 二陥 ル 危 瞼 が 非 常 二 大 デ ア

ル 。何 故 ナ ラ バ之 ハ是 等 二 群 ヲ何 等 ノ礎 置 ヲ施 サ ズ同

襟 ノ條 件 ノ下 二 自然 死 二 迄 放 置 シタ 場 合 其 亭 均 生存

日数 ハ等 シイ ト言 フ假 定 ノ 下 二 成 立 ス ル 結 論 デ ア ツ

テ、 事 實 此 假 定 ハ成 立 シナ イモ ノデ アル が 故 デ ァ ル。

試 二先 二t-1・ ンニ ヨ ツテ獲 表a;一レタ 正 常 海狸 ノ 生

存 日鍛 ヲ材 料bシ テ 生後90日 ノ 正 常家 兎40頭 ヲ=

群 二分 チ、 一 方 ヲ封 照 トシ、他 ヲ滅 菌 食 盤 水 デ 「免 疫 」

シ、 二 群 共 二滅 菌 糖 液 ヲ以 テ 「感 染 」セ シ メ タ トスル 。

彼 標 ナ實 験 ヲ100同 試 ミタ ト,^レ ・{、50同 ノ實 験 デ

ハ 「免 疫 」動 物 群 ノ生 存 日籔 ノ方 が長 ク、 他 ノ50同 ノ

實 験 デ ハi封照 群 ノ生 存 日鍛 ノ方 が 長 クナル 事 ・・當 然

デ ア ル。 而 モ ドチ ラ ノ50同 ヲ見 ル モ其 ノ内34同 ノ・0

乃 至6ケ 月 ノ生 存期 間 ノ差 ヲ持 チ、16回 ノ・6乃 至14

ケ 月 ノ差 ヲ 持 ツデ ア ラ ウ 事 ガ 前 述 イー トン ノ生 存 日

倣 カ ラ豫 想 サ レル 。

故 二生存 日倣 實 験 ヲ正 確 二 行 フニ ・・以 下 述 ベ ル如 キ

修 正毒 力試 験 トデ モ 名 付 ク ベ キ 方 法 二 依 ル ベ キ デ ア

ラ ゥ。帥 チ最 初 二述 ベ タ免 疫 實 験 ヲ5同 施 行 シ テ毎 同

免 疫 群 ノ方 が封 照群 ヨ リ少 シデ モ 長 ク 生 キ 延 ビル ナ

ラバ 、免 疫 ハ確 實 二號 生 シテ居 ル ト断 定 シテ ヨ ィ。 實

験 同 徽 ヲ10回 ニ ス レバー 層 確 實 性 ヲ培 スn最 後 二附

記 ス ベ キ事 ノ・毒 力 試 験 並 二 免 疫 試 験 二 於 テ ノ・雄 ノ ミ

ヲ用 フベ キ事 デ アル 。(字 多 野 内 藤抄)

「ツ ベ ル ク リ ン」笈 感 ノ 日 々 ノ塑 化

1.結 核 患 者 及 封 照 人 二於 ケ ル 攣 化 ノ範 團

JohnS.Howe(イ リ ノ イヌ州 シ カ ゴ市 イ リ ノ イス大

學 醤 學 部 病 理 學 敏 室):DailyVariationsintheTub-

erculinReaction.1.TheRangeofVariationin

TuberculousandControlSubjects.

4名 ノ結 核 患者 ト2名 ノ封 照 健 康 人(「 ツ ベル ク リソ」

反 旛 陽 性 ナル モX線 的 ニ モ 臨 抹 的 ニモ 結 核 ヲ 詮 明 セ

ザル 者)二 就 イテ「ツベル ク リ ソ」反 慮 ヲ 日 検々 査 シ、

其 量 的 攣 化 ヲ曲 線 二現 シタ ノデ アル 。「ツベ ル ク リ ソ」

反 癒 ノ量 的 表 現 方 法 トシ テ ・・グ レー ア氏 法 ヲ 探 用 シ

テ居 ル 。 即 チ皮 内注 射24時 間 ノ後 生k"ル 紅 斑 ノZF均

径 ヲ算 出 シ、之 二「ツベル ク リ ン」稀 繹 ノ員 封 数 ヲ乗 ジ

タ モ ノヲ以 テ 「ツ ベル ク リソ」反 慮 ノ強 サ ヲ 現 ヌ ノデ

アル 。 「ッベル ク リ ゾ」トシテ ・・P.P.D.(純 蛋 白誘 導

禮 「ソ ベル ク リソ」)ヲ 用 ヒ タ.

是 等 ノ曲 線 ヲ見 ル ニ、「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ・患 者 二於

テモ封 照 二於 テ モ 日 々著 シ イ攣 動 ヲ示 ス モ ノデ、最 高

反 磨 ノ100%カ ラ50%マ デ ノ髪 化 力'アル 。季 節 的 髪 化

・・1例 ノ患 者 二認 メ ラ レタ。1例 二於 テ ノ・死 亡 前 日二

相 當 ナ 強 サ ノ「ツベ ル ク リソ」反 鷹 ヲ認 メ タ。之 ・・一 般

二瀕 死 ノ患 者 二於 テ ノ・過 敏 度 ガ 下 ル(ア ネル ギ ー)ト

考 ヘ ラ レテ居 ル ノ ト反i野 ノ 結 果 デ ア ツテ 注 目 二 債 ス

ル 。本 實 験 デ ノ・患 者 ト封 照 健 康 人 トノ間 二於 テ 日 セ ノ

墾 動 ノ模 襟 二差 ヲ認 メ ナ カ ツタ。但1例 ノ患 者 二於 テ
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ノ・他 ヨ リ感 受 性 ガ著 シ ク弱 ク、容 易 二測 定 出 來 ル 反 慮

ヲ痩 ル ニ ノ・10倍 量 ヲ用 ヒ ネ バ ナ ラナ カ ツ タ.

(宇 多 野 内藤 抄)

II.血 管 璽 迫 ニ ヨル 璽 調 トノ關係

VascularPressorEpisode.

前 篇 二述 ベ タ 「ツ ベル ク リ ン」反 膳 ノ 日 々 ノ 攣 動 ノ 原

因 ヲ追 求 スル 目的 ノ下 二次 ノ項 目 ヲ同 時 二調査 ジ、是

等 トノ間 ノ關係 ヲ見 ツ ・曲 線 ヲ分 析 シタ ノデ アル 。

1)シ カ ゴ市 ノ氣 象(氣 歴 ト温 度)

2)流 血 中 幼 若 白血 球 ノ百 分率

3)多 核 白血 球 ノ百 分 率

4)「 エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 百 分 率

5)白 血 球 数

6)「 メ チ レ ソ」青 選 元 時 間

7)呼 吸 比

8)血 墜(攻 縮 時 及 据 張時 血 歴)蛇 二脈 搏 倣

9)静 脈 血 中炭 酸 「ガ ス」含 有 量

10)静 脈 血 水 素 「イ オ ソ」濃 度

11)血 中 「コ レヌ テ ローノレ」量

其結 果 「ツ ベル ク リソJ反 磨 ノ量 的 攣 動 ト、振 張 時 血 歴

ニ ヨツ テ示 サ し・ル 末 梢 血 管 ノ 状 態 ト ノ 間 ニ ノ・一 定 ノ

關 係 ガ認 メ ラ レ タ ノデ アル 。即 チ披 張 時 血 膣 ガ高 マル

場 合 即 チ 末 梢 血 管 牧 縮 時 ニ ノ・「ツベ ル 〃 リ ソ」反 慮!

低 下 ガ件 ヒ、振 張 時 血 膣 ガ低 マ ル 揚 合 帥 チ末 梢 血 管 振

張 時 ニ ノ・「ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ノ上 昇 ガ件 フ。殊 二後 ノ

場 合 ノ關 係 ノ・極 メ テ緊 密 デ アル。

総 テ ノ検 査 例 二於 テ 日 々 ノ「ツ ベル ク リ ン」反 慮 ノ 墾

牝 ・・大 盟 二於 テZF行 シテ居 ル 。先 ニ ピ ー-4Z・-7・ソ・・血

歴 二依 ツ テ表 サ レノレ血 管 牧 縮 ト血 管 披 張 ト・・氣 象 的

環 境 殊 二歴 迫 墾 調(pressorepisode)ト 名付 ケ ラvル 極

地 氣 暦 ノ塘 加(infallofpolarair)二 大 イニ影 響 サv

ル ト述 べ テ居 ル ガ、 上 述 ノ事 ノ・之 トー 致 スル 。

「ツ ベル 〃 リ ソ」反 磨 墾 動 ノ機 轄 ・・血 管 及 組 織 ノ滲 透

性 ノ周 期 的愛 化 ノー ツ デ アツ テ、 此 攣 化 弔が 一 定量 ノ

「ッベ ル ク リ ソ」二封 スル 局所 的 滲 出 ノ 程 度 ヲ 左 右 ス

ル モ ノデ ア ラ ウ。印 チ滲 透 性 が培 セ バ 「ツ ベ ル ク リソ」

二封 ス ル 細 胞 ノ感 受性 モ墳 ス ノデ ア ラ ウ。

血 管 屋 迫 攣 調 ・・猫 リ「ツ ベル ク リソ」反 磨 ノ 墾 動 二 現

レル ノ ミナ ラ ズ、 臨 殊 的症 状 二於 テモ 、化 學 的 蚊 二血

清 學 的墾 化 二於 テ モ認 メ ラ レル ノデ ァル 。

(字 多 野 内藤 抄)

「ツ ペ ル ク リ ン」二劃 ス ル感 作 ノ可 能 性

録 【第16巻

WaldoE.Nelson,A.GraemeMitchellandEstelle

W.Brown:(FromtheChildren'sHospitalResearch

Foundation孕ndtheDepartmentofPediatrics,

UniversityofCinicinati,Ohio.):ThePossibilitYof

SensitizationtoTuberculin.

「ツ ベル 〃 リソ」ヲ注 射 シタ 場 合 、 其 個盟 二 「ツ ベノレク

リ ソ」二封 ス ル 過 敏 症 ガ蛋 現 ス ル カ ドウ カ ト言 フ問題

デ アル。 若 シ獲 現 スノレナしラ バ、結 核 感 染 螢 見 二封 シテ

「ッ ベ ル ク リソ」・・一 同 キ リシ 力 使 用 出來 ナ イ 事 ニ ナ

ル 。著 者 ・・普 通 ノ診 噺 用 二供 セ ラ レル 「ツ ベル 〃 リソ」

量 二此 能 力 が存 スル カ ドウ カ ヲ明 カニ シ、若 シ果 シ テ

然 ラバ 「ツベ ル ク リ ン」ノ 種 類 ニ ヨツ テ 此 能 力 二 差 が

アル カ ド ウ カ ヲ決 定 ス ベ ク實 験 ヲ進 メ タ ノデ アル 。

先 ヅP.P.D.二48時 間 置 キ ニ2回 陰 性 ナ リ シ 見童

311名 ヲ集 メ 之 ヲ4群 二分 チ、第1群 ニ ノ・48時 間 ノ間

隔 ヲ置 テP.P.D.ヲ2同 注 射 シ タ。P・P・D・ トノ・立

一 バ ー ト等 ニ ヨツ テ作 ラ レタ 「ツ ベ ル 〃 リ ソ」 ノ純 蛋

白誘 導 髄 デ ア ツ テ 、分 子 量 が小 サ ク テ結 核 過 敏 症 ノ検

出 能 力 ・・ア ル=が 「ア ソ チ ゲ ソ」ト・・ナ リ得 ナ イ ト言 バ

レル モ ノデ アル。 第2群 ニ ノ・0.T.(奮 「ツベ ル ク リ

ソ」)ヲ 同様 二注 意 シ タ.第3群 ニ ノ・MA-100ヲ 注 射

シ タ。MA・100モ ー一種 ノ結 核 菌 蛋 白質 デ アル 。 第4群

ノ・封 照 トシテ何 モ注 射 シナ カ ツタ。然 ル 後 以 上 ノ4群

二就 イテ1週 置 二2週 間 、次 イ デ1ケ 月置 二2乃 至3

ケ 月 間P.P.D.ヲ 以 テ「ツ ベル ク リ ソ」反 磨 ヲ試 ミタ

ノデ アル。所 ガ其 結 果 ハ不 整 且 不 定 デ アツ テ例 数 ヲ壇

ス必 要 が ア ル ノ ミナ ラ ズ、新 シ イ見 童 群 二就 イ テ今 一・

ツノ實 験 ヲ行 ・・ネ バ ナ ラ ヌ事 が 明 カニ ナ ッ タ ノデ アル 。

共 虜 デ 新 シ イ 見 童 群(嬰 見 及 小 兜 ヨ リナル)ヲ2群 二

分 チ、第1群 ニ ノ・最 初 カ ラ0.T.ノ ミヲ、 第2群 ニ ノ、

最 初 カ ラP.P.D.ノ ミ ヲ以 テ實 験 シ タ。 次 二24時

間 デ 最 大 二達 スル 比 較 的 小 サ イ 反 慮 ガ 注 射 液 二封 ス

ル 非 特 異 性 反 磨 ナ リヤ 否 ヤ ト言 フ疑 問 ガ 起 ツ タ ノデ、

別 二同 標 ノ實 験 ヲ行 ヒ、 反 慮 ノ測 定 ヲ24時 間 後b48

時 間 後 トニ試 ミタ.

實 験 ノ結 果 ・・「ツベ ル 〃 リソ」二 因 ツ テ 感 作 ガ 爲 サ レ

タ ト想 像 ジテ ヨ イ様 ナ 例 モ幾 ツ カ見 受 ケ ラ レタ。然 ジ

ー 般 二言 ツテ之 ノ・否 定 サ レネ バ ナ ラナ イ
。我 々ノ・先 二

行 ノ、レタ 「ッ ベル ク リソ」注 射 ニ ヨツ テ 後 ノ 「ツ ベ ル 〃

リソ」注 射 二封 ス ル 反 慮 が墾 化 シナ イ ト言 フ事 ヲ噺 定

的 ニ ノ・述 べ得 ナ イ ケ レ ドモ、此 際 他 ノ要 素 ガ著 明 二關

係 スル事 ハ確 カデ アル。「ッ ベ ル ク リソ」二因ル 感 作 が存
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在 シサ ウニ ナ イ事 ・・次 ノ諸 鮎 カ ラ考 ヘ ラ レノレ。

1)第 三 ノ注 射 デ 陽性 二出 テ モ、之 ・・第 一 ノ注 射 カラ

96時 間 シ カ輕 ツ テ居 ナ イ カ ラ感 作 ガ 爲 サ レタ ト・yテ

ノ・早 過 ギル 。

2;各 種 ノ實 験 二於 テ個 々 ノ成 績 が 絵 リニ 不 定 デ ア

ノレ0

3)個 々 ノ見童 二於 テ陽 性 二出 テ モ、陽 性 者 ノ割 合 ガ

段 々 ト大 キ ク ナル ト言 フ事 ガ無 イ。

4)第3同 以 後 二初 メ テ陽性 二出 テモ 、X線 検 査 デ結

核 病 竈 ガ既 二存 在 セル ヲ詮 明 シ得 ル 者 ガ アル 。

5)2年 以 上 「ツベ ル 〃 リソ」注 射 ヲ 受 ケ タ 後 初 メ テ

陽 性 ニ ナ ツタ 者 モ、 前 二P.P.D.0.00002mgm二 封

ゾ無反 慮 デ ア リ、 且 其 後 注 射 ヲ受 ケ テ 居 ナ イ 見 童 群

モ、 共 二P.P.D.0.005mgm二i封 シテ 同程 度 ノ反 磨

ヲ惹 起 ス ル 。

デ ・・初メ ハ陰 性 デ後僅 カ ニ陽 性 ヲ 呈 シ タ 例 ・・ドウ説
ロ

明スレパヨイカ?最 モ適當ナ訊ハ、此場合最初 カラ見

童・・結核二罹患 シテ居タモ ノデ唯過敏症 ノ程度 が低

力ツタノデアル ト言フ考へ方 デアラウ。尤モ輕度 ノ反

鷹が非特異性反応デアル事モアリ得ル事デアル。然 シ

我 々・・輕度 ノ非特異性反慮 ト輕度/特 異性反磨 ヲi辮
　

別 ス ル術 ヲ知 ラナ イ。 尚 我 々ノ・實 際 的 二48時 間 後 二

現 レテ居 ル 直裡5mmノ 水 腫 ヲ反 慮 陽 性 ノ最 低 値 ト規 ・

定 シ・テ居 ル ケvド モ、24時 間 力●最 高 デ48時 間 デ準 陽

性 二下 ル場 合 ガ果 シ テ 非 特 異性 反 慮 デ アノレカ ヲ 寧 口

疑 フ モ ノデ ア ル。此 場 合 「ツ ベル ク リ ソ」過 敏 症 が低 イ

ニ 因 ル事 モ アル ト考 ヘ タ方 ガ無難 デ ア ラ ウ。先 二述 べ

タ非 特 異性 説 ヲ眞 トス レパ、同 一 見 童 二於 テ種 々 ノ反

慮 二封 シ、或 ・・陽 性 二或 ・・準 陽 性 二或 ・・陰 性 二不 定 二

反 慮 ス ル ヲ 如 何 二 説 明 ス レバ 胃 イデ ア ラ ウ カ?尤 モ

ト考 ヘ ラ レル 唯 一 ノ訊 明 ノ・強 イ 過 敏 症 が 念 性疾 患 デ

押 ヘ ラ レル様 二非 常 二低 イ 程 度 ノ 「ツベル ク リソ」過

敏 症 ・・僅 カナ條 件 二因 ツ テ 抑 ヘ ラ レテ シマ フ ト言 フ

事 デ ア ラ ウ。 勿論 之 ・・全 ク假 設 デ ・・アル 。

結 局 本 篇 二述 ベ タ 各種 ノ 實 験 ノ 「ッ ベ ル ク リソ」量 ノ

範 園 二於 テ ・・「ツ ベル ク リ ソ」感 作 が行 ・・レル ト考 ヘ

ラVル 根 擦 ヲ見 出 シ得 ナ イ7.デ アル 。 但 之 ノ・「ッ ベル.

ク リン」或 ・・「ツ ベル 〃 リソ」蛋 白質 が 全 然 感 作 能 力 ヲ

持 タ ナ イ ト言 フ ノデ ハナ 〃、唯 皮 内反 慮 二 日常 用 ヒテ

居 ル 量 ヲ以 テ シ テ ハ 多 分 不 可 能 デ ア ラ ウ ト結 論 スル

モ ノデ ァル 。(宇 多野 内藤 抄)

胸 腔 内石 次 化 病 竈 卜封 照 セ ル 「ツ ベ ル ク リン」皮 内

録 11er

及 窟

Wald6E.NelsonA.GraemeMitchellandEstelle

W.Brown:TheIntracutaneousTuberculinReaction

AssociatedwithCalcifiedIntrathoracicLesions.

前 篇 ノ研 究 中 二試 ミラ レタX線 的 石 灰 化 竈 ト「ッベ ル

ク リン」反 磨 トノ比 較 ノ中 カラ、 實 例 ヲ墾 ゲ テ 次 ノ結

論 ヲ下 ・yテ居 ル。 即 チP.P.D.0.005mgm及 ビ100

倍 ノ0.T.0。1αc・ ノ皮 内 注 射 二i封シ テ陰 性 或 ノ・陽 性 ノ

疑 が アル 程 度 ノ小 見 二於 テ 輕 度 ノ 結 核 病 竈 或 ・・治癒

セ ル結 核 病 竈 ガ存 在 ヌ ル 事 モ ア リ得 ル 。

(宇 多 野 内 藤 抄)

結 核 性 氣 管 氣 管 枝 炎 ノ診 断 卜治 療

WadsworthWarren,ArthurE.HammondandWil・

liamM.Tuttle:TheDiagnosisandTreatmentof

TuberculousTracheobronchitis.

空 洞形 成 要 因 ノー トシテ ノ氣管 枝

SidneyJ.Shipman:BronchialFactorinCavitation.

進 行性 初 期 璽 化 群

OscarAuerbach(二=一 一・ヨ ー ク 市 ステ ー ツ ソ島、シー ・

ヴ ィ ウ病 院病 理 科):TheProgressivePrimaryCom・

plex.

進 行 性 初 期攣 化 群 二 關.ス ル 文 獄 ノ・;rニ ーf以來 少 クナ

イ が、系 統 的 研 究 ・・殆 ド無 イ。 殊 二大 部 分 ノ・白人 二就

イテ ノ研 究 デ アノy。著 者 ・・最 近4年 間 ノ剖 検 例 ノ内 カ

ラ17例 ノ進 行 性 初 期 攣 化 群 ヲ集 メ得 タ.年 齢 ノ・9ヶ

月乃 至9歳 、 内15例 ハ1歳 乃 至 β歳 デ ア リ、1例 ・・

白人 、 他 ノ16例 ノ・黒 人 デ アル 。 本 病 院 入 院 小 兄 患者

ノ黒 人 封 白人 ノ比 ・・5封4デ アル カ ラ、進 行 性 初 期 墾

化 群 ノ獲 生 ・・黒 人 ノ方 二多 イ ト言 フ事 ガ出 來ル 。

初 感 染 竈 ノ核 ハ何 時 モ肋膜 直 下 ニ ア リ、8例 ・・下 葉 、

9例 ハ 上及 中葉 二 存在 シ、右 側 ・・9例 左 側 ノ・8例 デ ア

ツ タ。 大 キサ ・・直径1・5乃 至6糎 デ、初 メ ノ・所 閣 淋 巴

腺 ヨ リ小 サ イザ、後 ニ ノ・之 ヲ凌 駕 ス ル ニ至 ル 事 モ アル。

被 嚢 形 成 ノ傾 向少 ク、軟 化 及 空洞 形成 ノ傾 向 が強 イ。

周 園 ノ肺 臓 組 織 ・・肺 炎状 ヲ呈 シ、其 上 ノ肋 膜 ・・肥 厚 シ

テ居 ル 。空洞 ノ・シ ュ ミ ソケ ニ依 リ初 感 染 空 洞 ト名 付 ケ

ラ レタ モ ノデ、共形 成 ・・死 ノ少 シ以前 二起 ル 爲 壇 殖 性

反 慮 ノ形!治 癒 過 程 ガ 著 シ ク 現 レテ 居 ナ イモ ノデ ア

ル。中 心 核 ガ軟 化 シ テ居 ナ イ様 ナ場 合 二 ・・全 肺 二 亙 ツ

テ粟 粒 大 ノ血 行 性結 核 ヲ見 ル 。然 シ初 感 染 空 洞 が蛮 生

セ ル例 二於 テ ・・準 小 葉 性 及 小葉 性 ノ 乾 酪 性 肺 炎 ガ 散

在 シ、 融 合 性 強 〃 、被 嚢 形 成 性 が少 イ。 氣 管 枝 性 乾 酪
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性肺炎 ノ方ガ空洞形成 ノ傾向 ガ強イ。石茨化 ヲ見ル者

ハ1例 モ無ク、4例 二於テ・・被嚢 ヲ形成 シテ居タが、

カ ・ル場合ニノ・此者カラ進行セル形跡・・無〃、淋巴腺

ヨリ進展スル ヲ常 トスル。 顯微鏡的二・・中心・・壌疽、

其外 ヲ肉芽組織が取園 ミ、其外側二・・周核性炎症が見

ラレル。空洞 ヲ形成 シテモ成人 ノソレトノ・異リ結締織層

ノ・存在 シナイカ、少 〃トモ非常二貧弱デアル。淋巴腺

ノ内デ最モ強ク侵サレルノ・・氣管枝二澹 フ者或 ・・氣

管枝分岐部 二存在スル者デアル.叉 病竈 ト同側 ノ淋巴

腺ガ他側 ノ者二比 シテ強ク侵サレル。肉眼的攣化 トシ

ティ・淋巴腺 ノ・著 シク腫脹 シ、完全二乾酪化 シ、屡 ζ中

心部 が軟化スル。氣管枝二破 レタ者が2例 アル。顯微

鏡的二・・淋巴腺全盟が乾酪化 シ、特異性肉芽組織デ取

園マレテ居ル。中心部 ・・軟化 シテ居ル事ガアリ、斯 カ

ル部二・・多核白血球 ガ密 二集ツテ居タ。血行性播種ハ

各例二認メラレタ。ヒユブシニマソノ所謂早期全均播

種 デ ア ル。各 臓 器 ノ内 デ脾 臓 ガ最 モ屡 く侵 サ レ、 全 盟

ト シテ 大 キ ク ナ ツ テ 居 ル ノ ミナ ラ ズ、 直 径1mmカ

ラ1cm或 ・・ソ レ以 上 ノ大 キ サ ノ黄 色 結 節 ガ密 生 シテ

居 ル 。カ ・ル 大 ナル 結 節 ヲ生 ズ ル血 行 性 播 種 ・・大 結 節

結 核 トシテ知 ラ レテ居 リ、之 ガ進 行 性 初 期 墾 化 群 ト伴

フ場 合 ・・大 量 ノ血 行 性 感 染 ヲ意 味 ス ル モ ノデ アル 。

結 核 性 拶 膜 炎 デ死 亡 シ タ者 ノ・9例 ア ツ タ。エ ッ プス タ

イ ソ及 ゴ ー ソ バ初 感 染 空 洞 ヲ登 生 セル 患 者 ノ・磯 膜 炎

デ死 ヌ ヨ リノ・肺 病 竃 二 因 ソ テ死 ヌ 事 ガ 多 イ ト 言 ツテ

居 ル ガ、著 者 ノ空 洞 患 者9例 ノ内4例 ガ拶 膜 炎 デ死 亡

シ テ居 ノ%倫 空 洞 患=者 ノ総 テ ニ小 腸 及 大 腸 ノ結 核 ヲ登

見 シタ 事 モ注 目二債 スル 。(宇 多 野 内藤 抄)

全 身性 結 節 性 結 核

J.E.WelkerandLeeH.Leger:GeneralizedNod・

ularTuberculosis.

●

結 核 外 專 門 雑 誌

「パ ラ フぜン」包 埋 鳥 型 結 核 菌 死 菌 接 種 家 兎 ノ 鳥 型

結 核 菌 二 封 ス ル冤 疫 及 感 受 性 二 就 テ

F.vanDeinse:Immunisationdelapinsvis・a・visde

bacilletuberculeuxdetypeaviaire,aumogende

bacillesaviairesmorts,englob6sdansdelaparaMne,

(lnstitutPasteur,laboratoiresderecherchessurla

tuberculose)Cr.Soc.Biol.t.127.p.203.1938.

i著者 ノ・Coulaud(Rev.delatuberculose,1934,4

S6rie,t・2・ ,N。8)氏 法 二依 リ、 「パ ラ フィソ」内 二包 埋

シ タ鳥型 結 核 菌 ノ死 菌 ヲ家 兎 ノ 筋 肉 内 二 注 射 シタ 後

二、 鳥 型 結 核 菌 ノ'k菌 ヲ以 テ感 染 セ シメ、感 染 防 止 能

力 ノ有 無 ヲ検 シタ。實 験 方 法 トシテ ノ・鳥型 結 核 菌2株

(Pintade株 及Tr.IX株)ヲ ソー トン氏 培 地 二2箇 月

間 培 養 シ、30分 間100度 二加 熱 シ、 濾 紙 ニ テ濾 過 シ、

培 養 菌 ヲ乾 燥 器 内 デ乾 燥 シタ後 二、 細確 シ、乳 鉢 ヲ用

ヒ粉 末 トス ル。 之 ヲ融 鮎45度 ノ「パ ラフィソ」1ccm内

二菌1mgノ 割 合 ヲ以 テ混 入 セ シ メ、18匹 ノ家 兎 ノ股

筋 肉 内 二注 射or・ 牛鍛 二Pintade株 ヲ他 ノ牛数 二Tr・

IX株 各1mgヲ 注 射 シ タ。

再 感 染 時 ノ菌 量 ・・2mg及1!smgヲ 用 ヒ、何 レモ静 脈

内 二注 入 ス ル 方 法 ヲ探 ツタ。

實 験 ノ結 果 、 「ワク チ ン」荘 射後5週 問 目 二於 テ ノ・、封

照 二比 シテ、前 塵 置 群 ・・免 疫 性 ヲ示 シタ ケvド モ、6
　

箇 月 ヲ経 過 シタ モ ノご於 テ へ 再 感 染 二封 シ テ却 ツ テ

過 敏 性 ヲ表 ・・シ、1週 間 乃 至10日 後 、Yersin型 ノ感

染 ニ ヨ リ死 亡 シ、 封 照 ・・14日 乃 至24日 後 死 亡 シタ。

… 般 二
、鳥 型 結 核 菌 ノ静 脈 内 注 射 ニ ゴ ツテ惹 起 サ レル

家 兎 ノYersin型 ノtoxi-infectionニ ヨル 死 亡 ・・12日

以 内 二來 ル コ ト・・ナ イカ ラ本 症 例 ノ如 ク、早 期 二死 亡

ス ル コ ト・・「ワ 〃 チ ン」注 射 ニ ヨ リ6箇 月 後 二於 テ 「ア

レル ギ ー」化 セ ラ レテ ヰ タ タ メ ト考 ヘ ラ レル 。

次 二興 味 ア ル コ トへ 「ワク チ ソ」注 身寸群 二再 感 染 セ シ

メ ル ト、4乃 至5時 間 後Polynucl60seガ 來 ル ガ、 次

二Lymphocytose二 移 行 ス ル迄 ノ期 間 ノ大 ナ ル モ ノ

ノ方 力。過 敏 症 ノタ メ 早 期 二死 亡 シ
、 翌 日 ヨ リLymph-

ocytoseヲ 示 ス モ ノニ在 ツ テ ・・、 之 ヨ リモ 長 〃 生残 ル

コ トデ アル 。(九 大 細 菌 吉 田 抄)

S型 人 型 結 核 菌 株 ヨ リ 産 出 ス ル 「ツ ベ ル ク リン」ノ

「ア レル ゲ ン」二 就 テ

Arman(1・DelilleetO.Gysin:Allergさnestuberculin・

iquesdessouchesSdebacilletuberuleuxhumaips ,

C.r.Soc.Biol.t.127.p.207.1938.

著 者 ・・死 後 剖 槍 ニ ヨ リ 進 行 性 肺 結 核 ナル コ トヲ 確 認

サ レタ幼 見 ノ血 液 内 カ ラL6wenstein氏 法 ニ ヨ リ、2
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株 ノS型 結 核菌 ヲ分 離 ・y、4週 以 上 「ブ イ ヨ ソ」培 養 ヲ

ナ シ、 「ツベル 〃 リソ」ヲ作 製 シ、共 ノ 「ア レル グ ソ」ノ

性 状 ニ ツ イテ研 究 シタ。

「ツベ ル ク リソ」ハ1120mgヲ 使 用 シ結 核 患 者 二就 キ皮

膚 反 慮及 ビ マyツ ウ氏 皮 内反 慮 ヲ検 査 シタ。封 照 ト シ

テ、Pasteur研 究 所 製 「ツ ベル ク リソ」(1.P.)ヲ 用 ヒタ

1・コ ロ、 総 テ ノ反 慮 ・・次 ノ4型 カ ラ 成 ル コ トが 剣 ツ

タ.帥 チ

1型 。 反 磨 ガS株 ノ「ツ ベル ク リ ソア レル グ γ」ト 「パ

ス ツール」研 究 所 製 「ツ ベル ク リ ソ」即Tub .1.P.トZls

行 ス ル 場 合

ll型 。S株 ノ「ツ ベル ク リソ」ニ ヨル 反 慮 ガTuberculin

I・P・ニ ヨル 反 慮 ヨ リ遙 カニ強 イ場 合

皿型 。S株 「ツ ベル ク リソア レル ゲ ソ」二tiル 反 慮 が

Tub・1.P.ヨ リモ輕 度 ナ ル 場 合

IV型 。S型T20株 「ツ ベ ル ク リ ソ」ニ ヨル 反 磨 ノ・Tub.

1.P.ニ ヨル反 慮 ヨ リ輕 度 デ アル ガ、 一 方S型S株 「ツ

ペ ル ク リソ」ニ ヨル 反 慮 ノ・Tub.1 .P.ニ ヨル 反 慮 ヨ リ

モ 掻 イ場 合

以 上 ノ四 ツ ノ反 磨 ノ何 レ カニ患 者 ノ反 磨 ノ・該 當 シ、且

ツ、 幼 若 培 養 濾 液 ・・「ア レル ギー」性 反 慮 ヲ 呈 サ ナ イ。

結 論 トシテ、 著 者 ハ次 ノ如 ク述 ベ テ ヰル 。 即(1)血 中

カ ラ分 離 シタ モ ノノ・「ツベ ル ク リソ」1 .P.二 似 タ 反 磨

ヲ示 ス カ ラ結 核 菌 デ アル 。 鳥 型 結 核 菌 ナ ラ バ、斯 ノ如

〃活 動 性 ノ反 慮 ヲ 示 ス モ ノデ ノ・ナ イ シ、 叉 、bacille

paratuberculeuxデ モ ナ イ。

著 者 が 分 離 シ タ 菌 株 ニ ヨル 「ツ ペル ク リ乳 ア レル

ゲ ソ」・・封 照 ノ ソ レ ト相 異 ナ ル 反 慮 強 度 ヲ呈 スル カ

ラ、 封 照 トシテ使 用 シタ パス ツー ル研 究 所 製 「ツ ベル

ク リソ」モ恐 ラ 〃 ハ、 鍛 種 ノ「ア レル ゲ ソ」ヨ リ成 ル モ

ノデ ア ラ ウ。(九 大 細 菌 吉 田抄)

B・C・G生 菌 ニ ヨ ル海 獲 ノ冤 疫 蛇 二 家 兎 二 於 ケ ル 結

核 重 複 感 染 ノ諸 観 察

HertaSchwabacherandG .S.Wilson:TheVaccin-

alionofguineapigswithlivingB.C.G.,together

withobservationontuberculoussuperinfectionin

rabbits.(TheJournalofPathologyandBacteriology .

Vo1.XLVI.,No.31938.)

結 核 二於 ケル 「重 複 感染 」及 ビ 「再 感 染 」ナル 用 語 二封

シテ著 者 ・・以 下 ノ如 キ設 明 ヲ加 へ 居 レ リ。Superinfe-

ctiOPAト ハ 「豫 メ結 核 菌 ヲ以 テ第 一・次 的 感 染 ヲ惹 起 セ

シ メ該 動 物 ノ組 織 内 二未 ダ菌 ノ生存 シ アル 時 二、ソ レ
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ト同 一 型 且 同一 毒 力 段 階 ニ アル 菌 が 更 二 感 染 シタ ル

場 合 ヲ言 フ」ト限 定 シ、「再 感 染 」二 ・・「豫 メ 結 核 菌 二感

染 セ シメ ラ レタル 動 物 ノ組 織 内 二於 テ、原 菌 若 ク ノ・原

菌 カ ラ派 生 シ ター 切 ノ 菌 が 恐 ラ ク ・・死 滅 シ テ ヰル 所

ノ動 物 盟 内 二再 ビ 同一 型 菌 二 依 ツ テ 起 ル 感 染 ヲ 意 味

ス」ト言 ヘ リ。 並 二 於 テ著 者 ・・家 兎 二於 ケル 重 複 感 染

ノ實 験 ヲ行 ヘ リ。4000強 毒 牛 型 結 核 菌 ノ全 量 ヲ以 テ

氣、管 内 感 染 ヲ惹 起 セ シメ、 二 次 的 感 染 ニ ノ・500-5000

ノ原 型 菌 ヲ同 様 注 射 感 染 セ シメ タ ル 所 、免 疫群 並 二封

照 群 ト ノ間 二何 等 ノ差 異 ヲ認 ムル コ ト能 ノ・ズ ト。依 ヅ

テ種 々考 察 上 ヨ リ實 験 用 動物 二 於 テ 哺 乳 類 結 核 菌 ヲ

以 テ セル 肺 臓 ノSuperinfection並 二reinfectionノ

研 究 材 料 トシ テ全 然 不 適 當 ナ リ ト噺 案 ヲ下 シ、次 デ豫

メ 免 疫 シタル 動物 饅 内 ノ疾 病 経 過 二 從 ツテ 之 ヲ観 察

セ リ。 即 チB.C.G生 菌 ヲ以 テ免 疫 セル 海 狼 ガ強 毒 牛

型 結 核 菌 及 ビ人 型 結 核 菌 ヲ以 テ セル 感 染 二 封 シ如 何

ナル 状 況 ヲ示 ス カニ 就 キ三 種 ノ實 験 ヲ行 ヘ リ。共 ノ結

果(1)感 染 菌 量 大 ナ ル 場 合 、 免 疫 群 トi封照 群1・ ノ 間 二

殆 ド差 異 ヲ認 メ ズ。(2)感 染 菌 量 小 ナル 場 合 、 免 疫 群

・・次 ノ諸 鮎 二於 テ 封 照 群 ト異 ル(a)免 疫 群 ノ 局 所 淋

巴腺 ノ塘 大 度 ハ封 照群 二 比 シテ 緩 慢 ニ シ テ 鰻 診 ヌ ル

コ ト不 能 ノ場 合 屡 くア リ。(b)免 疫 群 ノTuberculin

反 慮 度 が封 照 群 ヨ リ遅 延 スル ハ興 味 深 シ。(c)免 疫 群

ノ卒 均 生 存 日数 ノ・樹 照 群 ヨ リ著 シ ク永 シ。(d)剖 槍 所

見 二於 テ病攣 度 ハ免 疫 群 ハ野 照 群 ヨ リ少 シ。(e)死 後

雨 肺 臓 ヨ リ培養 シタ ル結 核 菌 ノKolonie/ZF均 藪 ノ・

免 疫 群 ハ封 照 群 ヨ リ少 鍛 ナ リ。(3)以 上 ノ實 験 ノ諸 結

果 ヨ リB・C・G免 疫 が次 二行 ハル 強毒 菌 感 染 二封 シ テ

或 ル程 度 ノ防禦 力 ヲ與 ヘ ル コ ト・・確 實 ナ リ。(4)海 猿

ノ場 合 、B・C・Gノ 免 疫 ノi数果 トシ テ 燈 内 ノ 結 核 菌 ガ

撲 滅 サ ル ・ トイ フ ヨ リノ・寧 口 抑 制 セ ラ レテ 疾 病 ヲ普

通 以 上 ノ慢 性 型 ヲ執 ラ シ ムル モ ノナ リ ト。

(九 大 細 菌 若 葉 抄)

人 型 ・ 牛 型 結 核 菌 二封 ス ル殺 菌 剤 ノ作 用(第3同 報

告)籔 種 ノ迅 速作 用 劃 即 チ 酒 精 蛇 二 石 炭 酸 類 ヲ 以 テ

ス ル檜 索

E.Nailer:DieEinwirkungkeimt6tenderStoffeauf

TuberkalbacillendesTypus .humanusundbovinus.

III.Mitteilung.Versuchemiteinigenraschwirken・

denMitteln.namentlichausderGruppederAlko-

holeundPhenole.(ZeitschriftfUrHygieneund

Infektionskrankheiten:121Band ,1Heft,1938)
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純 粋 培 養 結 核 菌 ヲ3乃 至5分 間 デ 滅 殺 シ 得 ル 消 毒 剤

トシテ使 用 出 來 ル モ ノ・・次 ノ如 キ モ ノデ ア ツ タ。

Athvlalkohol/J「O--80%ノ モ ノ

normalerPropylalkoho1/60容 量%ノ モ ノ

蜀 逸 局方Jodtinktur

蜀 逸 局 方Kresol石 鹸 ノ5%稀 繹 液

Baktol/5%稀 繹 液

Sagroton/5%稀 澤 液 ・・作 用 不 確 實 デ ア ツタ.

normalerPropylalkohol及lsopropyla】kohol二Rho-

danwasserstoffssureヲ 加 ヘ テ モ ソ ノ殺 菌 力 ・・大 シテ

壇 強 サ レナ カ ツ友。 昇 尿 及Weindnerit-Gelノ 殺 菌 力

ハ 不 定 不確 實 デ ア ツタ。 結 核 防疫 ノ 目的 二 ・・市 販

Zephirol/0.1-10%稀 繹液誼二5%ChipOsol液 ノ・

共 二使ヘナイコトヲ知 ツタ。

上記 ノ如 キ純培養結核菌二i封シテ殺菌カヲ登揮 シ得

ル藥剤 ガ喀疾、膿、粘液等 ノ中ノ結核菌 ヲ殺シ從ソテ

患者二接近 シタ髄 ノ部分例之手、粘膜、創傷 ノ如キモ

ノ及ビ器具類 ノ消毒ニモ適 シテ居ルヤ 否ヤニ就テハ

更二探索 ノ歩 ヲ進メテ見ナケ レ・バナラナイ。

尚業室内ニテ作業中勇盟 ノ部分其他 ガ純培養結核菌

二依テ感染 サレタ標ナ場合 ニハ上記 ノ如 キ藥刺デ充

分消毒 ノ目的ヲ果スコトが出來ル様デアノレ。

(九大細菌 占部抄)

一 般 學 術 雑 誌

肺 結 核 二 於 ケ ル 「ヒニ ンカ ル チ ウム 」療 法

0.Scheurer:Med.KlinikNr.71938.

著 者 等 ・・約 牛 年 來Chinin・Calcium-Sandozヲ 凡 ソ100

例 ノ肺 結 核 患 者 二用 ヒ、 即 チ 毎 日 ソ ノ10cc・ ヲ多 少 進

行 中 ノ有 熱 患 者 ノ静 脈 内 二注 射 シ、髄 温 ガ降 下 シ全 均

状 態 ガ快 クナ ル迄 用 ヒ タ.数 果 ノナ イ場 合 ノ・凡 ソ20

日間 デ 中 止 シタ.

ソ ノ経 験 ニ ヨ レパ随 意 二長 時 日 二 亙 ツ テ 用 ヒル モ 差

支 ヘ ナ ク、注 射 二封 シテ耐 工 易 ク、 殊 二滲 出性 空洞 性

病 攣 ノ重 症 患 者 二於 テ然 リデ ア ツタ.但 シ虚 脱 ヲ慮 ソ

テ 注 射 ノ、徐 々二行 フベ キデ アル 。

治 療 ノ際 、熱 ノ・多 少 深 ク降 下 ス ル 、屡 く2,3同 ノ注 射

後 盟 温 ・・亜 熱 トナ リ再 ビ上 昇 シ ナ カ ソ タ 例 ガ アソ タ。

髄 温 降 下 ・・大 部 分 「ヒニ ン」ノ作用 ニ ヨル モ ノデ 「ピ ラ

ミ ドソ」類 似 ノモ ノ ・投 奥 ノ 際 ノ如 キ 獲 汗 ヲ 認 メ ナ

イ。

共 他 咳 漱 喀 疾 ノ減 退 、 脈 搏 減 少 等 ノ 数 果 が 認 メ ラ レ

ル 。(大 里 内科 本 田抄)

肺 結 核 治 療 上 ノ重 要 ナ ル補 助 トシ テ ノ 「ビ タ ミ ン」C

I.Pilz:Med.KlinikNr.7.1938.

著 者 ノ・肺 結 核 ノ種 々 ノ型 二於 テVitaminC損 失 ヲ補

フタ メ ニRedoxon,.Rofhe"ヲ 投 與 シテ数 果 ヲ得 タ。

之 ノ・V・C投 與 ニ ヨ ツテ個 髄 ノ全 防禦 器 管就 中網 状 内

被 細 胞 系 二緊 張 ヲ與 ヘ ル。 ソ/タ メ ニ治癒 経 過 ガ本 質

的 二影 響 サ レル モ ノ デ アル コ トガ分 ツタ。

全 均症 状 ノ良 〃 ナ ル 外 、個 器 ガ毒 素 ニ ヨ ソ テ墾 化 シタ

反 磨 状 態 ガ正 常 化 サ レル 。而 シ テ此 ノ後 者 ガ肺 結 核 二

於 テ意 義 ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ ラル 。

滲 出 性病 竈 ノ推 進 ノ・V.C飽 和 ノ状 態 デ ソ ノ危 瞼 ヲ和

ゲ得 ル。殊 二 「カル シ ウ ム」ト併 用 ス ル際 二於 テ然 リデ

アル 。少 量 喀 血 時 ニモ 卓数 が ア ル、 「カル シ ウム」併 用

然 リ。V.C飽 和 ・・ソ ノ損 失 ノ程 度 ニ ヨル が大 抵 ・・数

日デ 途 ゲ得 ラvル 。 飽 和 状 態 ノ・少 量 ノV.C投 與 デ保

持 シ得 ル 。 善 通Redoxon1日6錠 ノ内服 デV.C鉄

乏 ヲ救 ヒ得 ル。(大 里 内科 乍田抄)

所 謂 外 科 的 結 核 二 封 ス ル藥 劃Rubrophenノ 鷹 用

Wolfgangv.Schnerer:Med.Klinik.Nr.71938.

Rubrophenノ ・Trimethoxy・DioxyOxotrionナ ル色 素

デ アル 。 而 シテ静 脈 内 注 射 、錠 剤 並 二膏 藥 トシテ用 ヒ

ラ レル 。今 迄 ノ経 験 デ ハ全 ク無 害 デ アル 。 内服 デ ハ胃

酸 鉄 乏 症 ノ患 者 二 胃腸 障 碍 ガ起 ル コ トガ アル 。此 ノ症

状 ノ・同 時 二魎 酸 「ペ プ シソ」ノ投 與 ニ ヨ ツ テ 癒 シ ウル 。

Rubrophenノ ・軟 部 ノ結 核 二最 モ 奏数 シタ.皮 膚 、結 核

二於 ケ ル 高 度 ノ潰 瘍 形 成 二本 剛 ノ療 法 ガ適 慮 シ タ。斯

ノ如 キ局所 療 法 二 ・・Rubrophenヲ5%ノ 「ラ ・リン」

膏 トジ テ用 ヒル。無 力 性 潰 瘍 面 ヲ有 ス ル 慢 性 型 ヨ リモ

新鮮 ナ型 二於 テ適 慮 ス ル 。骨 關 節 結 核 ノ場 合 ノ・軟 部 二

於 ケル ヨ リモ遙 二治癒 ハ遅 イ。骨 結 核 デ痩 孔 ヲ以 テ現

ル ・モ ノニ用 ヒル ト痩 孔 ノ治 癒 ガ 骨 病 攣 ヨ リモ 先 二

治 癒 ス ル 。

若 シ痩 孔 が ア ツ テ結 核 組 織 ノ 手 術 的 除 去 ガ 行 ハ レ 雌

イ時 、手 術 前 二本 剤 ヲ慮用 ス レバ 治 癒 傾 向 ヲ促 進 シ更
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二術後 ノ痩形成ヲ防グ。

強度 ノ浸潤 アル淋巴腺結核二用ヒテソノ浸潤・・2ケ

月ノ後二趨二減少 ジタ。多クノ場合浸潤 ノ軟化が生ズ

ル。結核性腹膜炎デノ・滲出型ニヨク成形型二左程奏数

シナ イ。

Rubrophenノ ・局部疾患 ノ快癒以外二全均症状 ノ治癒

ヲ促ス。本鋼・・直接結核病竈二作用 スルモ ノ・様デア

ノレo

用 法:内 服 デ普 通 晩 二3錠 ヲ服 ス ル。叉1週 ノ中3日

ノ、静 脈 内、残 絵 ノ日ハ 錠 剤 ト シテ内 服 ス ル。

(大 里 内科 本 田抄)

繊 維 性 乾 酪 性 肺 傍 ノ療 養所 治 療 ヲ 要 ス ル 時 期 ノ問

題

K.Schuberth:Med.KlinikNr.151938 .

繊 維 性乾 酪 性 肺 瘍Phthisisfibrocaseosaノ ・ソ ノ経 過

ガ規 則 立 ツテ ヰ ル鮎 二 於 テ特 異 デ ア ル。印 チ急 性 ノ登

病 、次 デ亜 急 性 ノ時 期 が纈 イテ ヤ が テ再 生 ノ時 期 トナ

ノレo

療 養 所 二鳥刺 戟 的 ナ氣 候 ヲ 有 ス ル モ ノ ト緩 和 的 ナ 氣

候 ヲ有 ス ル モ ノ トニ匠 別 サ レル。此 ノ繊 維 性 乾 酪 性 肺

瘍 二於 テ ハ急 性 期 ニ ハ 勿論 刺 戟 的 氣 候 ヲ 不 可 トス ル

ガ、若 シ適 當 ナ時 機 二人 工 氣 胸 が 開始 サ レタ ナ ラバ、

ヤ ガ テ刺 戟 的 氣 候 ヲ要 求 ス ル 時 期 二 到 達 スノレ。 之 ハ

Neumannノ 所 謂sekundarefibr6sePhthiseト 記 載

シ タ時 期 デ ア ツテ、ソ ノ緩慢 ナ経 過 が刺 戟 療 法 ヲ要 求

シ・此 ノ鮎 二於 テ此 ノ刺 戟 叙候 ヲ有 ヌ ル 療 養 所 治 療 以

外 二求 メ得 ラ レナ イ ノデ ア ル。

人 工 氣 胸 ノ患 者 ハ罹 患 肺 ガ 胸 壁 カ ラ 完全 二 剥 離 サル

ル迄 療 養 所 二止 ラナ ケ レバ ナ ラ ヌ、若 シ此 ノ剥 離 ザ氣

胸 ノ ミニ テ不 可能 ナ ラバ追 加 的 手 術 ヲ必 要 トスル 。

退 院 後 ・・氣 胸 が完全 二行 ・・ル ・コ トニ ョ ツテ、一 般 状

態 ノ・良 好 トナ ル ノ・固 ヨ リ、喀 褒 中 ノ結 核 菌 ノ清 失 ヤ赤

沈 速 度 ノZF常 化 等 ノ炎 症 症 状 ノ・緩 和 サ レ・、患 者 ノ・習 慣

的 ナ散 歩 、 入 浴 ・・勿論 行 ツテ差 支 ヘ ナ イ、 但 ヅ スポ

ー ツ」等 ハ未 ダ避 ク ベ キ デ アル
。 若 シ廣 汎 ナ1受潤 層 が

ア リ或 ・・血 行 性 撒 布 ガ 生 ズル 時 ・・決 シテ 斯 ノ如 キ状

態 二達 シ難 イ。

人 工 氣 胸 ヲ止 メル 時 モ再 ビ療 養 所 二 入 ル ヲ可 トス ル 、

此 ノ氣 胸 終 了 ト ィフ 事 ・・開始 ヨ リモ 重 要 サ ル ベ キ機

會 デ アル。然 ラ バ何 時 療 養 所 二錦 ル ベ キ カ?輩 純 ナ氣

胸 デ ナ ク肺 剥 離 術 ヤ 横 隔 膜 紳 経 捻 除 手 術 等 ヲ 行 ツタ

氣 胸 患 者 デ ハ 爾 後2年 乃 至2年 牛 位 氣 胸 ヲ績 ケル。此
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ノ間 二 ・・大 抵 治 癒 ス ル カ或 ノ・氣 胸 が 不 適 當 デ アル カ

ガ決 定 ス ル 。而 シテ最 終 氣 胸 後4ケ 月(早 ク トモ)二 療

養 所 二蹄 ル ノデ アル 。(但 シ勢働 可能 ノ患 者 二 ・・此 ノ

必 要 ノ・ナ イ。)而 シ テ此/際 療 養 所 ニ ド レダ ケ 滞 留 ス

ベ キ ヤ ノ・不 定 デ アル 。

(大 里 内科 本 田抄)

滲 出 性 肋 膜 炎後 ノ肥厚 形 成

P.Leifer:Med.KlinikNr.151938.

滲 出性 肋 膜 炎 ノ肥 厚形 成 ノ傾 向 ・・肋 膜/炎 性 攣 化 ノ

種 類 及 ビ滲 出液 ノ種 類 ノ如 何 ニ ヨル モ ノデ ア リ、著 者

ノ・先 ヅ此 ノ鮎 二 關 シテ論 述 シ テ 後 次 ノ 如 キ 實 験 ヲ報

告 シテ ヰル 。

滲 出 性 肋 膜 炎 デ ソ ノ経 過 中 二 繰 返 シ 穿 刺 ヲ 行 ツ タ 患

者150例 中50例 二就 テ確 實 ナ ル 臨 脈 的 蚊 二 「vン1・

ゲ ソ」的 瞼 査 ヲ行 ツタ 結 果 ソ ノ中 ノ41例 ノ・肥 厚 ノ・極

メ テ輕 度 デ ア リ、4例 ・・全 ク肥 厚 ナ ク5例 ノ ミが廣 汎

ナ ル肥 厚 ヲ認 メ ラ レタ。即 チ胸 腔 滲 出 液 ノ穿 刺 ヲ繰 返

ス コ トニ ヨ ツ テ肋 膜 肥 厚 ヲ全 ク 避 ケ 能 ノ、ズ トモ 最 小

限度 二 抑制 シ得 ル モ ・ト思 ・・レル 。

(大 里 内科 本 田 抄)

儂 麻 質 斯 性 疾 患 二於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リン」感 受 性

0.Chiariu.R.Matricardi:Med.KlinikNr .15

1938。

295例 ノ僕 麻 質 斯 性 疾 患(急 性 關 節 霞 麻 質 斯
、舞 踏病 、

心 内膜 炎)ヲ 有 ヌ ル小 見 ノ中170例 、(57.6%)・ ・1mg

ノ「ツベ ル ク リン」二反 慮 シナ カソ タ
.ソ レニ反 シ漿 液

性肋 膜 炎 ヲ 有 ス ル 小 見 ・・70例 ノ 中僅 力2例 ノ ミカ・

「ツ ベ ル ク リソ」二反 磨 シナ イニ過 ギ ナ カ ソ タ
。且{婁聯

質 斯 性 疾 患 ノ小 見 二於 テ ノ・年 齢 ト共 二 漸 次 「ソ」反磨

ノ塘 加 ス ノレ状 勢 ノ・非 結 核 性 疾 患 ノ 小 見 二 於 クル ト同

檬 デ ア リ、且 「ツ」感 受 性 二關 シテ鏡 敏 ナノレ例 ト反 慮 セ

ザル 例 トノ間 二何 ラ移 行 状 態 ガ認 メ ラ レナ カ ツ タ.

僕 麻 質 斯 性 疾 患見 デ ・・叉 ソ ノ獲 病 第1日 ノ 如 キ 極 メ

テ 早 期 デ モ屡 く「ソ」反 慮 陽 性 ヲ認 メ タ。故 二此 ノ疾 患

二於 ケル 初 期 ノ「ア ネ ノLギー」状 態 ・・考 濾 サ レナ イ
。叉

反磨 シナ イ例 ・・月除 、年 除 ノ観 察 ニ テ モ ヤ ノ・リ陰 性 二

止 ツ タ。 之 ハ 「ア レル ギー」清 長 ノ學 説 ニ モ反 スル
。

故 二如 上 ノ事 實 ヨ リ小 見 期 二 於 ケル 健 麻 質 斯 ノ・「ツ」

感 受 性 二 關 シテ ・・結 核 性 疾 患例 ヘ バ 肋 膜 炎 等 トノ・全

ク別 ナ モ ノデ アル 。(大 里 内 科 本 田抄)

結 核 ノ細 菌 學 的 診 断 二於 ケ ル 培 養 法

C.A.Green:CulturalMethodsinbacteriological
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DiagnosisofTuberculosis,(Brit.med.J.p.111.

No.1019.1938)

1930年 、L6wensteinが 登 表 シ タ 培 養 基 ヲJensen

(1932)ノ ・改 良 シ、 夏 二Holmes(1934)ノ ・コ ノ培 養 基 ヲ

診 断 二用 ヒタ。著 者 ・・コ ノL6wenstein-Jensenmedium

ヲ用 ヒテ2年 間 二亙 リ、 喀 疾 、 肋 膜 滲 出 液 、 膿 、尿 、

膿 脊 髄 液 、 牛 乳、 糞 ノ材 料3.306二 就 キ、検 鏡 及 ビ培

養 検 査 、 更 二 動 物 實 験 ヲ行 ヒ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ。

Resnet

I

FilmlCultu・e
-』 一}一 一一 一一}

十 ト 十

Sputum{罫}謂al
iPu・

Urine C.S.F Milk Faeces Total

401 0

一一

4 5 i-一 一

一

2 3
曜

416(12.5%)

一1十
1 142 3 5 7 3 5 0 165(5.0%)
一

十:一 9 0 4 0 0 2 0 15(0.4%)
一一一

一 一 2,244 57 85 212 19

}

74 19

　 也

2.710(82.1%)
一

12,796 60 98 224 23 83 22 3.306(100%)
1鯛 一

即 チ、 検 鏡 ノ ミデ ・・12.9%二 陽性 デ ア ル が、 培 養 法

ヲ加 ヘ ル ト17・9%二 菌 陽 性 トナル 。

爾 、 動 物 試験 ハ 培養 法 ヨ リモ大 髄 信 頼 ス ル ニ 足 ル ガ、

之 ・・必 ズ シモ 常 ニ サ ウデ ・・ナ イ。

(小 野寺 内 科 貝 田抄)

慢 性 播 種性 結 核

F.A.H.SimmondsandW.Page1:Chronicdissem・

inatedTuberculosis(illustratedbyacaseofcorticopl-

euralDisease)(Brit,medJourn.p.15.No.4017.

1938)

肺 ノ慢 性 血 行 性 結 核 ・・絵 リヨ〃 知 ラ レテ居 ラ ヌ が、注

意 ガ必 要 デ アル 。Sag6(1937)・ ・之 二就 イテ 「粟 粒 状/

繊 維 性 ノ病 竈 、 間質 結 締 織 ノ増 殖 、廣 汎 ナ ル 間質 性 氣

腫 、 乾 酪 性 肋 膜 炎 、 特 殊 ナ ル 乾 性 、薄 壁 デ 園 マ レタ、

厚 イ肺 組 織 デ 園 マ レ ヌ 空 洞(Lochkaverne)ヲ 特 徴1・

シ、 殆 ソ ド常 二 磯 膜 炎 力、 急 性 ノ 粟 粒 結 核 デ 死 亡 ス

ル 」ト述 べ テ ヰ ル。著 者 ノ・45歳 ノ店 員(♂)デ 膿 膜 炎 ニ

テ療 養 所 二攻 容 セ ラ レ・、2日 後 二死 亡 シタ例 デ、 病 歴

及 ビ剖 検 ニ ヨ リChronicdisseminatedTuberculosis

ナ ル コ トヲ確 メ タ1例 ヲ報 告 シテ ヰル 。

(小 野 寺 内科 貝 田 抄)

幼 見 結 核

Dorothyprice:Tuberculosisininfants(Brit.med.

Journ.p.275.No.4022.1938)

生 後1年 間 ノ初 生 見 ノ結 核 ノ豫 後 二就 イテ ノ・、意 見 ガ

マ チ マ チ デ アル 。 多 ク ノ學 者 ・・、コ ノ時 期 二結 核 二侵

サ ル レバ治 癒 シナ イ ト考 へ、叉 一 部 ノ人 達 ハ恢 復 ノ・稀

ナ リ トシ、叉 一・部 ノ人 達 ・・、i新 生見 結 核 ノ存 在 ヲ否 定

シ テ ヰル 。i著者 ノ・St.ultan,sHospital二 牧 縮 サ レタ

新 生 見 結 核 患者78例 ヲ治 療 シ、共 ノ中60例(77%)が

死 亡 シ、18例 ノ治癒 ヲ見 タ。

著 者 ・・述 べ テ診 噺 ・・「ソ ベ ル ク リソ」反 磨 及 ビ 「レ ソ ト

ゲ ソ」及 ビ接 鰻 ノ既 往 症 ニ ヨ リテ ナ ス ベ キ ト言 ヒ、 夏

二 「ツベ ル ク リソ」反 磨 二就 イテ ノ・、 新 生 見 ノ、「ソ ベ ル

ク リノ」二過 敏 デ ア ル カ ラ、 薄 イ濃 度 ヲ用 フベ シ、 更

二反 慮 ガ 陰 性 デ アル ナ ラ1週 間 後 ニ モ ー 度 試 ミ ヨ、

「ア レル ギー」ノ 登 生 ス ル ノハ 結 核 菌 進 入ZB'6週 間 ヲ

要 ス ル カ ラ ト述 ベ テ ヰ ル。

更 二結 論 シ テ、

1)治 癒 ノ・、診 噺 が早 期 二於 イテ ナ サ レタ トキ ニ ノ ミ

起 リ得 ル 。

2)治 療 法 ノ・、 速 刻 二隔 離 シ テ 静 養 セ シ ムル ニ アル 。

(小 野 寺 内科 貝 田抄)

珍 ラ シキ 贔 檬 突 起 結 核 ノ1例

0.T.HarriesandEmrysWilliams:Anunusual

tuberculousAppendix.(Brit,med.Journ.p.277.

No.4022.1938)

贔様 突 起 ノ結 核 ・・通 常 稀 ナ疾 患 二罵 ス ル が、夫 デ モ轟

標 突 起 炎 トシテ 手 術 サvル モ ノ ・、1-3%ヲ 占 メ テ

ヰル 。

Pagel及 ビWeichherz(1936)ノ 報 告 ニ ヨル ト、 結 核

屍84例 ノ剖 検 例 二於 イテ、大 盟113・ ・清 化 管 ヲ侵 サ レ・

ズ、 他 ノ113ノ ・小 腸 二結 核 性 墾 化 ヲ見 タ が、 轟 様 突 起

二饗 化 ナ ク、 残 リ ノ113ノ 、、 小 腸 及 ビ轟様 突 起 二結 核

病 竈 ヲ有 シテ ヰ タ.

著 者 ・・、19歳 ノ男 デ贔 様 突 起 炎 症 状 ヲ呈 シテ入 院 シ、

手 術 サ レ テ全 治 シタ例 デ、組 織 學 的 検 査 ニ ヨ リ結 核 性

攣 化 ヲ獲 見 シ タ例 二就 イ テ述 ベ テ ヰ ル。

(小 野 寺 内科 貝 田抄)

「ツ ベ ル ク リ ン」ノ新 知 見
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A.T.Dorg,G。Gemmill,G.GregoryKayne,F.V.

Linggood,H.T.ParishandJ.S.Westwater:

LaboratoryandclinicalInvestigationsonTuberculin

PurifiedProteinDerivative(P.P.D)andoldTube・

rculin(0.T)(Brit.med.Journ.P.992.No。4035.1938)

1926年 、Long及 ビSeibert・ ・「ツ ベ ル 〃 リ ソ」 ノ純

化 二 成 功 シ タ ガ1928年 、Seibert・ ・更 二 、Longノ 培

養 基 二 培 養 シ タ 未 加 熱 溶 液 濾 液 力 ラ結 晶 性 ノ 「プ ロ テ

イ ソ」ヲ分 離 ス ル コ トニ 成 功 シ タ 。之 ハ 水 二 溶 ケ テ 、非

常 二 強 力 ナ ル 「ツ ベ ル ク リ ソ」デ ア ル 。1933年Seibert

ハ 更 二、 一 種 ノ1プ ロ テ イ ンJデ ア ノv、 異 ル 分 子 量 ノ三

ツ ノ「ツ ベ ル ク リ ソ 」ヲ分 離 シ タ 。epチ 、a)Ammonium

Sulphatefractionfromunheatedculturefiltrates

(Seibert'sTPA)-molecularweight=25.000.b)

trichloraceticacidPrecipitatefromunheatedculture

filtrates(Seibert,sTPT)-molecularweight=3.000

to8.000.c)trichloraceticacidPrecipitatedfrom

steamedandevaporatedculturefiltrates(Seibert's

Sott-一 ●`Syntheticmediumoldtuberculintrichlorac・

etic-a6id・Precipitated")一 一molecularWeight=2.000.

Sottノ ・近 來Seibert・ ・P.P.D(Purifiedprotein

derivative)卜 改 名 シ タ 。コ ノモ ノ ノ・最 モ 低 イ分 子 量 ヲ

有 シ、 粉 末 ト シ テ 取 リ出 サV、 錠 齊吼叉 ハ 」曇入 ト シ テ

使 用 二 供 サ レ、 溶 液 ヲ作 ル ノノ・雑 作 ナ ク 、 而 モ 常 二

同 ジ敷 力 ト組 成 ヲ有 ス ル 。 著 者 等 ハ コ ノP.P.D二

就 キ 、 研 究 所 及 ビ 臨 殊 的 二種 々 ノ検 査 ヲ行 ツタ 。

郎 チ 、1)P.P.Dト 奮 「ツ ベ ル ク リ ソ」・・海 猿 二 於 ケ

ル マ ソ ツ ・一氏 反 磨 成 績 ニ ヨ レ バ 、 ソ ノ数 力 ハ 殆 ソ ド同

等 デ ア リ、 時 二P.P.Dガ 鏡 敏 デ ア ル 。

2)同 標 ノ コ トが 人 髄 デ モ 言 ヘ ル 。

3)陽 性 者 、 陰 性 者 二於 イ テ 比 較 ス ル ニ 、P.P.Dノ

方 力●僅 二鋭 敏 デ ア ル 。

4)奮 「ッ ベ ル ク リ ソ」ノ 「カルte一 ル 」溶 液 ・・
、室 温 デ

6週 間 、 氷 室 デ9週 間 以 上 ノ・数 力 ガ減 ズ ル 、P.P.D

ノ・室 温 デ3年 以 上 モ 数 力 ヲ髪 ジ ナ カ ツ タ
。

(小 野 寺 内 科 貝 田 抄)

腎 膿 結 核 二 關 ス ル 實 験 的 研 究 第1篇 一 第6篇

金 澤 署 科 大 學 谷 野 内 科 教 室 多 賀 一 耶

第1篇 血 中 注 入 結 核 菌 ノ 腎 組 織 内 二 於 ケ ル 分 布

欺 態 蛇 呂 排 泄 機 韓 二 就 テ 、 十 全 會 雑 誌 、 第42巻.

第10號.

實 験 方 法:家 兎 ヲ用 ヒ テ 、人 型 結 核 菌 「グ リセ リ ン ・プ
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イゴン」培養1ケ 月 ノモノヲ滅菌生理的食鞭水浮游液

ヲ作 リ静脈内二注入 セリ。菌量 ・・夫 々100mg,50mg,

20mg,10mg宛 トス。50mgiE入 ノモ!ハ30分 、1時

間、2時 間、3時 間、6時 間、12時 間、24時 間毎二

探尿、探血、撲殺シ、他 ノモ ノ・・6時 間後 二撲殺 シ菌

注入後30分 ヨリ毎時探尿探血 シ顯微鏡的槍査及ビ培

養法 ニヨル結核菌 ノ詮明 ヲナシ、左右腎臓 ヨリ細片 ヲ

トリ「パラフィン」包埋連綾切片及 ビ凍結切片 ヲ作 リ各

種染色 ヲ施 シテ組織學的二検索 シタリ。

實験成績

1・ 血液中二注入サレタル結核菌・・早キ・・30分 遅 ク

モ1時 間後ニハ尿中二移行ス。

2.結 核菌注入後6時 間迄・・菌 ノ最モ 多ク詮明セラ

ル … 縣毬留ナルモ結核菌・・血管壁ヲ障碍 シ遊離 シ

テ或 ハ多形核白血球 二食喰 サレテボーマソ氏嚢腔内

二出ルカ叉 ノ・血管壁 ヲ出デ再ビ練毬燈蹄係束 ヲ被覆

セル軍核細胞 二食喰サレ夫ガ壌死脱落 ニコリボーマ

ソ氏嚢腔内二出テ細尿管 ヲ縄テ排泄 セラル ・モノナ

リ。

3・ 蹄係血管束被覆細胞 ・・貧喰作用 ヲ有ス。

4.縣 毬留ニノ・結核菌排泄 二際 シ必ズ病攣 ヲ認ム。

5.24時 間後ニナ1!バ 練毬髄二於 テハ結核菌 ノ検出

困難ナリ。

6.縣 毬盟 ヲ除キテ結核菌 ノ多数二検セラル … 皮

質 ニシテ間質 ノ毛細血管内或・・曲細尿管腔及 ビ其上

皮細胞内二認 メラル。髄質二於 テハ紗 キモ直細尿管腔

内或・・ヘソレー氏太脚及ビ細脚 ノ上皮細胞内二認メ

ラレ髄質毛細血管内ニノ・井常二紗 ク検出困難ナリ。

7.圭 部細尿管及ビヘソv一 氏太脚細脚 ノ上皮細胞

ハ管腔内 ノ結核菌ヲ貧喰ス。

8・ 結核菌 ヲ含有セル上皮細胞 ・・小昆棒状態 ノ崩屡

清失、穎粒 ノ清失、核染色不良 トナ リ即チ種 々ノ退行

攣性 ヲナシ途二脱落ス。

9.故 二腎臓結核・・毛細血管或 ・・間質二 停滞セル結

核菌 ヨリ登生スルモノト思考セラル。

第2篇 血行感染ニヨル腎膿結核 ノ獲生機陣二就テ、

十全1會雑誌、第43巻.3號.

1.家 兎 耳静脈内二家兎腎臓結核尿 ヨリ培養シタル

人型結核菌1mgヲ 注入セシニ、2週 以後二致死セル

家兎腎臓 二於テハ組織學的二100%二 結核性攣化ヲ認

メ・肉眼的ニハ4週 後二100%二 結節或・・i結核性病竈

ヲ認メタリ。
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2.初 獲性攣化ハ先ヅ皮質二來 リ練毬燈 ノ近側即

LudwigDehoff氏 血管二相當スル部或 ・・輸出血管/

毛細血管網二移行スル部叉・・皮膜直下 ノ間質二病竈

ヲ形成 シ髄質ニノ・初登性病竈 ヲ認メズ。

3.初 期病竈・・曲細尿管周園 ノ問質二於 テ大小軍核

細胞網状二浸潤スルカ叉・・圭 トシテ大輩核細胞 ヨリ

成ル小圓形病竈 ヲ形成ス。

4.練 毬髄或ハ細尿管 ヨリ初登セル病竈ノ・認 メラv

ズ、寧 ロ病攣 ノ蔓延 スルニ從 ヒ縣毬燈及ビ細尿管・・次

第 二侵iサル ・モ ノナ リ。

5・ 定型的結姉 ノ形成セラル ・ハ多クハ4週 後ナ リ。

6.皮 質 二於ケル初婁性病竈ハ時期ノ経過 ト共二格

子状繊維、紅染繊維滑進スルモソレヨリニ次的二直接

血行感染或 ・・淋巴道感染 ニヨリ配下 ノ髄質及 ビ錐膣

二i新病竈 ヲ形成スルモ ノナリ。

7・ 叉病竈 ノ開放性bナ リ排泄性感染 ニヨリテ同様

髄質 二新病竈 ヲ形成スル外 二小蓋内二流出滞留 セル

結核性破暖物質 ヨリ錐髄 ヲ侵 シ、結核性饗化ハ腎組織

二侵入,^ル ニ至ルベシ。

8.尿 中結核菌謹明・・比較的早期 二於テモ陽性 ヲ示

ジ、結節 ヲ形成セルモ ノニ於テ・・41.6%二 陽性ニテ

開放性結核 ノ組織學的二明 カナルモ ノニ於テ・・殆 ソ

ド全例二陽性 ノ成績 ヲ得タ リ。

9.腎 臓結核早期診噺上尿中結核菌培養試験 ノ・菌血

症 ノ際 二排泄サレタル結核菌 ト匠別スル・・困難ナル

モ鉄クベカラザル有力ナル方法ナ リ。

第3篇 氣道感染=於 ケル 腎臓結核、十全會雑誌、

第43巻.第4號.

1.使 用 セル結核菌・・第2篇 ノモ ノニ同 ジ。

2.氣 道感染家兎22頭 中肺臓結核ヲ謹明 シタルモノ

20例 ニシテソノ中3例 二於テ慢性腎臓結核 ヲ諮 ジ得

タ リ。 ●

3.即 チ結核家兎 ノ15%二 腎臓結核 ノ獲生ヲミタリ。

4.慢 性腎臓結核 ・・偏側性ニキタリ右側2例 左側1

例 二生 ジタ リ。

5.結 核尿 ヨリ得タル結核菌・・腎臓 二封 シ親和性ア

ルガ如 シ。

6.初 期病竈 ノ好凝部位 ・・皮質ニシテ練毬髄 ヨリ惹

起 セリト思・・シキモ ノナ リ、間質二於テ曲細尿管周園

ヲメグリテ網状二獲生シ次第 二細尿管 ヲ侵略 シ圓形

ノ結節ヲ形成 スルモ ノト思 ハシム、髄質二・・初饗性病

竈 ヲ言登シそ享ザリキ。

録 【第16巻

7.即 チ動物實験二於テ血行感染 ヲナシタル 場合 ト

同檬 ノ獲生機轄及ビ組織學的獲生 ヲトルモ ノナリ。

8.斯 〃皮質二生 ジタル結核・・腎臓内二於テ血行性、

排泄性或・・淋巴道性二蔓延 シ途二腎瘍 ヲ形成スルカ

或 ノ・稀二・・良好 ナル維過 ヲトリ治癒 ノ機轄 ヲトルモ

ノト思考セラル。

第4篇 腎膿結核 ノ後期ノ塑化特二 腎虜 ノ獲生機韓

二就テ、十全1會雑誌、43巻.4號.

1.本 篇 ハ血行感染 ヲ行ヘル家兎ヲ分劃的二撲殺 シ

初期慢性腎臓皮質結核 ヨリ腎瘍 ヲ起スニ至ル経過 ヲ

追究セソトスルモ ノナ リ。

2.使 用結核菌・・前篇二同 ジ。

3、 早期二於テ初螢 セル皮質病竈・・後期二於テモ爾

存在 シ紅染繊維塘殖著ルシク比較的良好 ナル態度ヲ

示スモー方其配下二血行性或ハ淋巴道性 二新病竈ヲ

形成スル ト共二開放性結核 トナリ配下 ノ細尿管腔内

二結核性破壊物質 ヲ流出ス。

4.皮 質二於クル病竈ハ初登性/モ ノー止ラズ尚腎

臓内或 ハ他臓器 ヨリ血流性二或 ハ淋巴流性 二初期二

於ケル ト同標曲細尿管周園 ノ間質二網状病竈ヲ形成

ス0

5・ 網状病竈ヨリ結節 ヲ形成スルモノ多キモ 其儘残

リ結締織培加シ簸痕様治癒機轄 ヲトルモ ノアリ。

6.皮 質二廣範園二亙 リ退行攣性セル 無数 ノ細尿管

ヲ認ムルモ斯ル部 二於テモlil・晩結締織培加 シ疲痕檬

ニナルモノト思惟セラル。

7.髄 質二於ケル病竈ハ皮質 ノソレニ比 シ後獲 シ配

下或・・連績的二謹セラル。

8・ 髄錐髄中央部二病墾 ノ登生スル・・髄質上部及 ビ

錐髄上部二比 シ遅 ク圭 トシテ14週 以後二認メラv乳

頭部 二病竈 ヲ形成スルノ・主 トシテ16週 以後ナリ。

9・ 髄箪上部錐膿各部 ノ病竈ノ・皮質病竈ヨリ直接血

流性二或ハ淋巴道性 二生ゼシモノアルモ爾直細尿管

腔内二滞留セル結核性破壌物質 コリ肉芽組織 ノ饗生

スルモ ノ多ク腎瘍形成 ニハ排泄性結核 ノ・重要ナル登

生機轄 トナルモ ノナリ。

10・ 結核性破壊物質 ノ次第二流出 シ腎蓋腔 ヲ浦 シソ

レヨリ錐髄 ノ表面二結核性病愛 ノ蔓延スルモ ノ多数

二認 メタ リ、斯ル機轄モ排泄性傳染二外ナラズ、腎瘍

ノ螢生 ト共二病勢 ヲ促進ス可キモ ノナリト云フ可シ
。

11。 尿路上昇性結核タル事明カナルモノハ謹 シ得ザ

リシモ小腎蓋腔内 ・結核性破壌物質 ノ集合管内二逆
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流 セ ノレモ ノヲ認 メタ ル事 ヨ リシテ、腎 臓 内 二於 ケル 上

昇 性 結 核 モ 存在 シ得 ル モ ノ ト思 考 サノレ。

12・ 腎 瘍 例 二於 テ 空 洞 形成 ス ル モ ・認 ノザ リシモ乳

頭部 ノ病 竈 乾 酪 化 シ乾 酪 層ソ・小腎 蓋 腔 ト相通 ジ乾 酪

物 質流 出 シ内部 二小 ナル 組 織 訣棋 部 ヲ 認 メ 空洞 形 成

ノ前兆 トモ 見倣 ス可 キ モ ノ ヲ認 メ タ リ。

13.腎 臓 結 核 ・・皮質 二 於 テ ノ ミナ ラ フご髄 質 二 於 テ モ

格 チ状 繊 維 、紅 染 繊 維 ノ塘 加 スル ヲ ミテ 明 力ロ良 好 ナ

ル縄 過 ヲ トル素 質 ヲ有 ス ル モ 新 二 新 病 竈 ヲ 形 成 シ完

成 治癒 ・・期 シ難 キ モ ノ ト信 ズ。

1↓,尿 培 養 成績 ヨ リ シテ 腎 臓 二 於 ケ ノL攣化 著 明1・ナ

ル ニ從 ヒ陽 性奉 堺 加 シ ノく多 数 二 陽性 ニ シ テ 腎臓 結 核

臨 脈 診 噺 法 トシテ 最 モ 有 意 義 ノモ ノ ト思 ・・ル。

第5篇 再 感 染 獣 二於 テ 種 々1菌 量 ニ ヨ リ獲 生 セ ル

腎臓 結 核 症 二就 テ 、 十 全 會雑 誌 、 第43巻.第4號.

實 験 方 法:家 兎 ヲ用 ヒ人 型 結 核 菌(前 ト同 ジ)ヲ 大 腿

部 皮 下 二i/ioomgヲ 注 射 シ4週 後 家 兎 ヲ3群 二分 チ第

1群 ニ ノ・1mg,第2群 ニ ノ・11100mg第3群 ニ ノ、1/10000mg

ヲ耳静 脈 内 二注 入 シ後4週 ト25週 トニ分 チ テ致 死 セ

シ ムo

戊績 ハ以下 ノ如 ク結論ス。

1.慢 性腎臓結核症二於テ1側 性二侵サル ・事多キ

ノ・腎臓二到達スル菌量二櫨ルモノニシテ菌量大ナレ

バ所謂腎粟粒結核様病墾 ヲ登生 シ極微量 ニナルニ從

ヒ登生スル病竈数モ減少 シ且 ツ1側 性二獲生 シ慢性

腎臓結核ヲ惹起スルモ ノナ リ。

2.結 節 ノ好獲部位 二關シテハ腎臓二到達スル菌塊

ノたサ ニ慷 ノレモ ノニ シテ 極 薇 細 菌 ナ ラ バ 皮質 問 質 二

初 登 スル コ ト多 〃菌塊 大 ナル ニ 從 ヒ 縣 毬罷 或 ・・弓状

血 管 領 域 ニモ 初 狡 スル モ ノナ ル可 シ。

3.髄 質 二初 聚 病 竈 ヲ形 成 セ ル 腎 臓 二 於 テモ 其 ノ皮

質 二 ・・ソ レ以上 二結 節 ヲ 有 スル トシテ モ 腎臓 二 於 ケ

ル 結 核 性 病 竈 ノ好 獲 部 うレ ・皮 質 一 シテ ノく多 倣 ニ ソ ノ

間 質 司 リ惹 起 スノレモ ノ ナ リ。

4.1側 性 二獲 生 セ シ 結核 性 病 攣 ・・余 ノ箕 験 二 於 テ

・・右側2例 左 側6例 ナ リキ。

5.再 感 染 試 験 二 於 テ2週 ニ シ テ 既 二 肉 眼 的 二 結 節

ヲ形 成 スノレモ ノア リ、 叉25週 二 於 テ 皮質 ヨ リ髄 質 二

至 ル大 ナ ル 空洞 ヲ形 成 セ ル モ ノ3例 誰 シタ リ、斯 ル事

實 ・・前 實 験 二比 シ明 カニ 動 物 ノ・「ア レル ギー」ノ状 態

ニ ア リテ ノ、腎 臓 ノ、過 敏 二反 磨 セ ン結 果 ナル ベ シ。

6.再 感 染 試 験 二於 テモ 注 入 結 核 菌 量 ノ 多少 ・ 關係

ナ ク結 核 性 病 竈/組 織 獲 生 ノ・第2、3篇/モ ノ ト同一

ニ シテ其 ノ後 ノ病 勢 進 展 径 路 モ 第4篇 二 既 述 セル モ

ノ ト同標 二、 皮 質 ヨ リ髄 質錐 髄 ト順 次 侵 サル ・モ ノ

ナ リ。

7.一 側 腎 二結 核 性 病 竈 ア リテ 他 側 二 病 竈 二 轄 移 ス

ル ・・實 験 的 二諮 シ得 プル ・モ 尿 路 上 昇 性 二 雲 生 セル

モ ノニ非 ズ シテ血 行 性 二登 生 セ シモ ノナ リキ。

第6篇 糖 括 的 観 察 、 十 全 會 雑 誌 、第43巻.第4號.

以 上 ノ5篇 二述 ベ タ ル トコ ロ ヲ 更 二 総 括 的 三 観 察 シ

ソ ノ圭 要 鮎 ヲ重 ネ テ強 調 セ ル モ ノナ リ。

`大 里 内 科 本 田抄)

會 報 拉=雑 報

12月 中新 入會者

九州帝大署學部金子内科醤局

輻岡市九州帝大署學部

室 橋 豊 穗 麹町医二番町…ニ ノ三

〇元會長 入澤博士ノ卦

元會長、東京帝國大學名饗敏授、入澤達吉博士去ル

十一月入日蕗去セラル。

謹 ミテ哀悼 ・意 ヲ表ヌ。

O評 言義員 ノ言i、

評議員紳保孝太耶博士十月廿九日逝去セラル。

謹 ミテ哀悼 ノ意ヲ表ス。

O評 議員 ノ計

評議員秦佐入郎博士十一月廿二 日逝去セラル。

謹 ミテ哀悼 ノ意ヲ表ス。




